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一
、
雲
華
上
人
の
漢
詩
稿
「
雲
華
草
」
と
そ
の
伝
残
状
況

　

雲
華
上
人
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）
と
は
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
の
こ
と
で
、
大
分
県
中
津
市
永
添
の
古
城
山
正
行
寺
（
真
宗

大
谷
派
）
の
住
持
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
り
東
本
願
寺
高
倉
学
寮
の
講
師
を
務
め
た
学
僧
で
あ
る
。
雲
華
の
学
識
が
仏
教
学
・
宗
学
を

本
色
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
一
方
で
漢
詩
と
墨
蘭
画
を
愛
好
す
る
文
人
趣
味
を
持
ち
、
江
戸
後
期
の
京
都
に
お
い
て
、

頼
山
陽
や
田
能
村
竹
田
・
浦
上
春
琴
ら
と
稀
に
見
る
文
雅
の
世
界
を
形
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

雲
華
は
、
自
己
の
漢
詩
作
品
を
編
年
で
記
載
し
た
草
稿
冊
子
を
「
雲
華
草
」
と
名
付
け
て
い
た
。
そ
の
「
雲
華
草
」
を
中
心
に
雲
華

の
漢
詩
文
方
面
の
著
作
を
活
字
翻
刻
し
た
の
が
、
昭
和
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
翠
陰
赤
松
文
二
郎
氏
編
『
雲
華
上
人
遺
稿
』（
以
下
『
遺

稿
』）
で
、
従
来
雲
華
の
漢
詩
文
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る

（
１
）

。

　

し
か
し
本
書
は
、
編
者
自
身
そ
の
「
凡
例
」
で
「
本
書
収
む
る
所
雲
華
草
の
如
き
も
と
十
六
巻
あ
り
し
よ
し
な
れ
ど
も
今
は
僅
に
其
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半
数
を
留
め
（
後
略
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
存
在
し
た
「
雲
華
草
」
の
す
べ
て
で
は
な
い
。「
総
目
次
」
に
よ
れ
ば
、『
遺
稿
』

に
収
録
さ
れ
た
「
雲
華
草
」
は
「
巻
五
（
一
二
三
四
缺
）・
巻
六
・
巻
八
（
七
缺
）・
巻
十
（
九
缺
）・
巻
十
一
・
巻
十
四
（
十
二
、十
三

缺
）・
巻
十
五
・
巻
十
六
」
の
合
計
八
巻
で
あ
る
か
ら
、
編
者
が
言
う
よ
う
に
「
雲
華
草
」
が
全
十
六
巻
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
半

数
が
『
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
「
雲
華
草
」
の
総
数
を
全
十
六
巻
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
、『
遺

稿
』
に
お
け
る
「
雲
華
草
」
各
巻
の
伝
残
の
有
無
及
び
収
載
年
次
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
（
表
1
）。

表
1
　

『
遺
稿
』
に
お
け
る
「
雲
華
草
」
の
伝
残
状
況
と
収
載
作
品
年
次

存
否

巻
数

収
載
年
次

合
計
年

連
続
性

×

巻
一

？
年
～
？
年

？

？

×

巻
二

？
年
～
？
年

？

？

×

巻
三

？
年
～
？
年

？

？

×

巻
四

？
年
～
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
？

？

？

○

巻
五

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
～
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

四
年
間

連
続

○

巻
六

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
～
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

三
年
間

連
続

×

巻
七

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
か
？

一
年
間

連
続

○

巻
八

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
～
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

四
年
間

連
続

×

巻
九

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
か
？

一
年
間

連
続

○

巻
十

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
～
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

五
年
間

連
続
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○

巻
十
一

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
～
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

五
年
間

連
続

×

巻
十
二

巻
十
三

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
～
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

五
年
間

連
続
？

○

巻
十
四

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
～
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

三
年
間

連
続

○

巻
十
五

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
～
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

四
年
間

連
続

○

巻
十
六

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
～
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

六
年
間

連
続

　

こ
の
状
況
を
見
る
と
、
ま
ず
「
雲
華
草
」
巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
が
欠
落
し
て
お
り
、
雲
華
三
一
歳
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で

の
、
雲
華
「
初
期
」
の
漢
詩
文
作
品
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
紹
介
す
る
『
雲
華
草
二
巻
』（
写
本
一
冊
）
は
、
ま
さ
に

こ
の
欠
落
時
期
の
内
の
享
和
元
年
か
ら
同
三
年
の
計
三
年
間
の
雲
華
の
漢
詩
を
収
録
す
る
新
出
資
料
な
の
で
あ
る
。

　

『
遺
稿
』
は
、
雲
華
三
二
歳
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
、
雲
華
七
一
歳
の
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
及
ぶ
四
十
年
間
の

雲
華
の
漢
詩
等
を
収
録
す
る
。
し
か
し
そ
の
内
、
文
化
八
年
・
文
化
十
三
年
の
そ
れ
ぞ
れ
一
年
ず
つ
と
、
文
政
十
年
か
ら
天
保
二
年
に

か
け
て
の
連
続
す
る
五
年
間
の
合
計
七
年
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
特
に
文
政
十
年
か
ら
天
保
二
年
の
五
年
間
は
、「
盟
友
」
頼
山
陽
と

の
「
最
後
の
五
年
間
」
に
相
当
す
る
。

　

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
山
陽
は
畢
生
の
著
作
で
あ
る
『
日
本
外
史
』
を
元
老
中
松
平
定
信
に
献
納
し
て
肩
の
荷
を
下
ろ
す
と
、

続
け
て
『
通
議
』
や
『
日
本
政
記
』
な
ど
の
「
三
部
作
」
完
成
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
た
。
著
述
活
動
だ
け
で
な
く
、
雲
華
や
田
能
村

竹
田
・
浦
上
春
琴
ら
と
の
雅
交
と
詩
作
に
も
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
て
お
り
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
逝
去
ま
で
ま
さ
に
そ
の
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「
黄
金
の
日
々
」
と
言
え
よ
う
。

　

山
陽
は
天
保
三
年
の
六
月
に
吐
血
、
九
月
に
逝
去
す
る
が
、
雲
華
と
は
そ
の
年
初
、
正
月
三
日
に
面
談
し
た
。
翌
四
日
に
雲
華
は
帰

省
の
途
に
つ
い
た
た
め
、
期
せ
ず
し
て
こ
れ
が
両
者
の
「
永
訣
」
と
な
っ
た
。
こ
の
日
、
雲
華
は
何
故
か
朝
晩
の
二
回
、
山
陽
を
水
西

荘
（
山
紫
水
明
処
）
に
訪
ね
て
お
り
、
あ
れ
が
「
虫
の
知
ら
せ
」
で
あ
っ
た
か
と
雲
華
が
追
悼
文
中
で
嘆
く
の
は
、
両
者
の
浅
か
ら
ざ

る
因
縁
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
雲
華
と
山
陽
の
「
最
後
の
五
年
間
」
と
い
う
の
は
、
実
質
文
政
十
年
か
ら
天
保
二
年
の
五
年
間
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
期
間
の
山
陽
の
「
絶
好
調
」
を
考
え
る
と
、「
雲
華
草
」
の
ま
る
ま
る
五
年
分
の
欠
落
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
期
間
も
雲
華
が
詩
作
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
既
に
確
認
し
て
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
『
遺
稿
』
欠
落
分
の
「
雲
華
草
」
の
出
現
を

期
待
し
た
い
と
思
う

（
２
）

。

二
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
『
遺
稿
』
収
録
「
雲
華
草
」
と
の
関
係

　

今
回
翻
刻
紹
介
す
る
『
雲
華
草
二
巻
』
は
、
雲
華
の
自
坊
で
あ
る
大
分
県
中
津
市
正
行
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
雲
華
自
筆
写
本
一
冊
で

あ
る
。
近
年
購
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
あ
る
時
期
に
正
行
寺
か
ら
流
出
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
写
本
袋
綴
じ
一
冊
（
縦

二
五
、
一
糎
、
横
一
六
、
〇
糎
）、
表
紙
に
「
雲
華
草 

自
享
和
元
年
至
三
年 
二
巻
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
版
心
に
「
雲
華
室
」
と
刷

ら
れ
た
半
葉
十
行
有
罫
の
料
紙
三
十
八
丁
に
漢
詩
百
九
十
首
が
記
さ
れ
、
朱
筆
で
批
正
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
奥
書
等
は
な
い
が
、
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筆
跡
か
ら
見
て
朱
批
共
に
雲
華
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
遺
稿
』
は
昭
和
八
年
当
時
に
編
者
が
参
照
し
え
た
計
八
巻
の
「
雲
華
草
」
を
翻
刻
掲
載
す
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
、
そ
の
底
本
た
る
「
雲
華
草
」
の
原
本
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
全
く
所
在
不
明
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
実
際
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
今
回
、『
雲
華
草
二
巻
』
の
出
現
に
よ
り
、
我
々
は
こ
こ
に
初
め
て
「
雲
華
草
」
の
実
態
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
そ
の
全
文
を
本
稿
で
活
字
翻
刻
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

そ
の
表
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
雲
華
草
二
巻
』
に
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
の
三
年
間
、

二
九
歳
か
ら
三
一
歳
の
雲
華
の
漢
詩
作
品
が
年
次
ご
と
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
各
年
お
よ
そ
制
作
順
に
記
載
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
抹
消
さ
れ
た
も
の
や
、
題
の
み
の
も
の
を
除
き
、
漢
詩
の
総
数
は
百
九
十
首
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
付
し
た
。
各
年

の
作
品
数
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
―
1
～
52
（
計
五
二
首
）

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
―
53
～
142
（
計
九
〇
首
）

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
―
143
～
190
（
計
四
八
首
）

　

以
上
、
合
計
一
九
〇
首

　

さ
て
、
改
め
て
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
従
来
の
活
字
本
『
遺
稿
』
収
載
の
「
雲
華
草
」
と
の
関
係
を
ま
と
め
て
お
く
。
表
1
で
確

認
し
た
よ
う
に
、『
遺
稿
』
の
「
雲
華
草
」
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
同
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
遺
稿
』
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に
連
続
す
る
「
雲
華
草
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
雲
華
の
現
存
漢
詩
作
品
の
年
次
が
、
確
実
に
三
年
遡
る

と
い
う
の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
巻
次
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
は
、
表
紙
に
「
二
巻
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

が
、
こ
の
「
二
巻
」
と
は
い
か
な
る
意
味
な
の
か
。
こ
れ
が
「
第
二
巻
」
と
い
う
意
味
な
ら
、
更
に
遡
る
「
第
一
巻
」
が
か
つ
て
存
在

し
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
遺
稿
』
の
「
雲
華
草
」
は
、
前
述
の
ご
と
く
文
化
元
年
の
「
巻
五
」
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
編
者
に

よ
れ
ば
「
一
二
三
四
缺
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
『
遺
稿
』
収
録
「
雲
華
草
」
は
収
録
年
次
に
お
い

て
連
続
し
て
い
る
こ
と
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
す
る
と
両
者
の
巻
次
の
相
違
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　

筆
者
は
、「
二
巻
」
の
意
味
は
「
第
二
巻
」
で
は
な
く
、「
一
巻
＋
一
巻
＝
二
巻
」
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
新
出
『
雲
華
草

二
巻
』
は
現
状
写
本
一
冊
で
あ
っ
て
、
写
本
二
冊
を
合
冊
し
た
よ
う
な
痕
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
か
つ
て
二
分
冊
で
あ
っ
た
も
の
を

合
写
し
て
一
冊
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
遺
稿
』
の
編
者
が
言
う
「
一
二
三
四
缺
」
の
「
三
」
一
巻

と
「
四
」
一
巻
を
合
わ
せ
て
「
二
巻
」
と
し
た
も
の
が
、
現
在
の
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
い
う
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
更
に
「
一
」
一
巻
と
「
二
」
一
巻
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
は
分
冊
の
ま
ま
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
合

写
・
合
冊
さ
れ
て
一
冊
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
こ
れ
が
雲
華
最
初
期
の
漢
詩
作
品
を
収
録
し
た
「
雲
華
草
」
で

あ
っ
て
、
今
後
そ
の
出
現
に
期
待
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
最
初
期
の
「
雲
華
草
」
の
内
容
は
、
雲
華
が
い
っ
た
い
い
つ
頃
か

ら
漢
詩
製
作
を
始
め
た
の
か
と
い
う
問
題
に
直
結
し
て
い
て
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
に
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
後
述
し

た
い
。
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上
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三
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
『
遺
稿
』
収
録
「
雲
華
草
別
稿
」
と
の
関
係

　

さ
て
、
『
遺
稿
』
に
活
字
翻
刻
さ
れ
た
雲
華
の
漢
詩
作
品
は
、
実
は
「
雲
華
草
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
遺
稿
』
二
五
一
頁
か
ら

二
六
八
頁
に
か
け
て
、「
雲
華
草
別
稿
」
と
称
す
る
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
野
稿
」「
野
詩
」「
拙
稿
」
な
ど
と
い
う
九
つ
の
漢
詩
稿

に
、「
雲
華
起
草
」（
禅
月
大
師
の
山
居
詩
に
次
韻
し
た
も
の
）
と
「
小
城
雑
題
」（
自
坊
正
行
寺
の
二
十
の
伽
藍
・
景
観
を
詠
ん
だ
も

の
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
遺
稿
』
の
編
者
赤
松
文
二
郎
氏
は
「
凡
例
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

雲
華
草
別
稿
は
年
代
よ
り
云
へ
ば
慥
に
雲
華
草
の
首
巻
若
く
は
二
巻
位
に
有
る
べ
き
も
の
に
て
起
稿
の
年
月
は
上
人
二
十
歳
頃
よ

り
三
十
一
二
歳
頃
迄
の
作
と
見
え
大
抵
亀
井
南
冥
の
批
正
を
受
け
た
る
も
の
に
係
り
殊
に
貴
重
の
遺
稿
な
れ
と
も
巻
数
不
明
に
つ

き
暫
く
別
稿
と
題
し
た
り
。

　

以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
「
雲
華
草
別
稿
」
と
の
共
通
作
品
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
雲
華
草
の
首
巻
若
く

は
二
巻
位
に
有
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
の
は
、
よ
り
正
確
に
は
「
首
巻
」
で
な
く
「
二
巻
」
で
あ
り
、「
上
人
二
十
歳
頃
よ
り
」
と
い

う
の
は
、「
上
人
二
十
九
歳
頃
よ
り
」
と
訂
し
得
る
。
そ
れ
で
は
次
に
「
雲
華
草
別
稿
」
の
九
つ
の
漢
詩
稿
の
内
訳
を
一
覧
し
て
み
よ

う
（
表
2
）。
な
お
便
宜
上
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
つ
け
て
区
別
し
た
。
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表
2
　

「
雲
華
草
別
稿
」
内
容
一
覧
と
各
稿
末
語

別
稿

各
稿
末
語

備
考

野
稿
Ａ

「
伏
乞
、
成
風
貴
評
、
大
含
拝
」

野
稿
Ｂ

「
伏
祈
、
郢
正
貴
評
、
釈
大
含
拝
」

野
稿
Ｃ

「
伏
乞
、
雌
黄
高
評
、
大
含
頓
首
」

野
稿
Ｄ

「
伏
乞
、
郢
削
高
評
、
大
含
敬
具
」

※
南
冥
評
語
あ
り

野
稿
Ｅ

「
伏
祈
、
郢
斧
、
雲
華
大
含
拝
」

野
稿
Ｆ

「
伏
祈
、
雌
黄
評
、
大
含
拝
具
」

野
稿
Ｇ

「
伏
祈
、
雌
黄
批
評
、
大
含
拝
」

野
詩
Ｈ

「
伏
祈
、
郢
斧
貴
批
、
釈
大
含
和
南
」

※
南
冥
評
語
あ
り

拙
稿
Ｉ

「
伏
祈
、
雌
黄
貴
評
、
大
含
拝
」

※
南
冥
評
語
あ
り

※
野
稿
Ｄ
の
南
冥
評
「
頃
誦
法
海
師
詩
数
首
、
比
諸
上
人
、
超
乗
数
等
、
唯
在
其
鍛
錬
与
否
而
已
、
請
上
人
思
旃
黽
勉
」

※
野
詩
Ｈ
の
南
冥
評
「
北
遊
累
月
、
而
詩
稿
未
見
賢
於
前
稿
者
。
可
謂
実
而
帰
哉
。
然
詩
固
難
善
非
鋭
意
可
以
至
々
処
也
。
請
上
人

能
勤
莫
懈
怠
焉
耳
。
南
冥
魯
僭
評
」

※
拙
稿
Ｉ
の
南
冥
評
「
陸
遜
称
呂
蒙
、
三
日
不
見
、
刮
目
而
待
、
余
謂
、
上
人
頓
悟
、
不
待
三
日
者
歟
。
可
謂
蘭
公
有
後
矣
。
南
冥

魯
僭
評
」

　

こ
の
九
つ
の
漢
詩
稿
に
は
年
紀
が
な
い
が
、
ご
く
一
部
の
漢
詩
の
題
に
「
壬
戌
除
夜
」「
癸
亥
元
日
」（
野
稿
Ｄ
）
や
「
享
和
三
年
癸
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亥
春
」（
野
稿
Ｅ
）・「
辛
酉
秋
日
」（
拙
稿
Ｉ
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
漠
然
と
享
和
元
年
辛
酉
か
ら
享
和
三
年
癸
亥
に
か
け
て
の
も

の
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
先
の
『
遺
稿
』
編
者
の
「
凡
例
」
の
言
葉
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
雲
華
草
別
稿
」
の
九
つ
の
漢
詩
稿
の
漢
詩
総
数
一
四
六
首

の
内
、
一
〇
六
首
が
『
雲
華
草
二
巻
』
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
つ
の
漢
詩
稿
全
体
の
七
割
以
上

の
製
作
年
次
が
確
定
し
た
。
そ
れ
を
一
覧
す
る
の
が
次
の
表
で
あ
る
（
表
3
）。

　

○
は
収
録
す
る
漢
詩
が
す
べ
て
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
と
共
通
す
る
も
の
、
△
は
一
部
共
通
す
る
も
の
、
×
は
全
く
共
通
し
な
い
も

の
で
、
九
つ
の
内
、
○
が
六
、
△
が
二
、
×
が
一
で
あ
る
。
全
く
共
通
作
品
の
な
い
「
野
稿
Ｃ
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
に
「
寄
祝
円

什
上
人
五
十
」
と
題
す
る
漢
詩
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
享
和
三
年
の
作
品
で
あ
る
と
わ
か
る
こ
と
か
ら
、「
野
稿
Ｃ
」
も
ま
た
こ
の
頃

の
も
の
と
推
定
で
き
る

（
３
）

。
つ
ま
り
、
従
来
判
然
と
し
な
か
っ
た
「
雲
華
草
別
稿
」
の
九
つ
の
漢
詩
稿
の
諸
作
品
が
、
新
出
『
雲
華
草
二

巻
』
と
の
共
通
性
に
よ
っ
て
、
享
和
元
年
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
の
作
品
が
多
い
と
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

表
3
　

『
遺
稿
』
収
録
「
雲
華
草
別
稿
」
と
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
の
共
通
作
品

雲
華
草
別
稿

総
詩
数

二
巻
共
通
数

共
通
性

巻
二
番
号

成
立
年
推
定

野
稿
Ａ

8

8

○

94 
98 

100 

103 

96 

92 

93 

97

享
和
二
年

野
稿
Ｂ

20

6

△

48 
47 
41 

39 

40 

38

享
和
元
年

野
稿
Ｃ

19

0

×

な
し

（
享
和
三
年
推
定
）

野
稿
Ｄ

21

21

○

124
～
145
（
除
142
）

享
和
二
年
（
三
年
）
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野
稿
Ｅ

14

14

○

146
～
158
・
142

享
和
三
年

野
稿
Ｆ

10

10

○

160
～
169

享
和
三
年

野
稿
Ｇ

24

17

△

173
～
190
（
除
186
）

享
和
三
年

野
詩
Ｈ

16

16

○

104 

105
　

108
～
123
（
除
114 

118
）

享
和
二
年

拙
稿
Ｉ

14

14

○

55
～
68

享
和
二
年

合
計

146

106

△

別
表
参
照

享
和
元
年
～
三
年

　

さ
ら
に
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
全
体
に
お
け
る
「
雲
華
草
別
稿
」
と
の
共
通
作
品
の
存
在
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
表
4
）。
新
出

『
雲
華
草
二
巻
』
収
録
漢
詩
の
総
数
一
九
〇
首
の
う
ち
、「
雲
華
草
別
稿
」
と
共
通
す
る
の
は
計
一
〇
六
首
で
、
約
半
数
の
作
品
が
共
通

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
分
布
状
況
を
見
る
と
、
共
通
す
る
漢
詩
が
一
つ
一
つ
バ
ラ
バ
ラ
に
散
在
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｃ
を
除
く
Ａ
か
ら

Ｉ
ま
で
の
漢
詩
稿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
て
布
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
が
、「
雲
華
草
別
稿
」

の
各
漢
詩
稿
の
ご
と
き
も
の
を
取
り
集
め
て
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
経
緯
が
推
測
で
き
る
。

　

一
般
的
に
江
戸
時
代
の
漢
詩
人
の
、
特
に
そ
の
習
作
の
場
に
お
い
て
は
、
ま
ず
詠
作
を
書
き
付
け
た
紙
片
ま
た
は
冊
子
を
、
師
事
す

る
人
物
に
渡
す
。
遠
隔
地
の
場
合
は
飛
脚
等
に
託
す
。
謝
礼
を
添
え
る
場
合
も
あ
る
。
渡
さ
れ
た
人
物
は
、
語
句
の
訂
正
や
批
評
な
ど

を
朱
色
で
書
き
込
ん
で
返
却
す
る
（
第
一
次
作
品
）。
こ
う
し
て
批
正
を
受
け
た
草
稿
が
た
ま
る
と
、
更
に
推
敲
を
加
え
る
な
ど
し
て
、

多
く
は
編
年
で
冊
子
な
ど
に
ま
と
め
て
書
写
し
て
お
く
（
第
二
次
作
品
）。
本
人
あ
る
い
は
親
族
が
作
品
を
刊
行
し
た
い
場
合
は
、「
第

二
次
作
品
」
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
選
択
し
て
書
肆
に
託
し
出
版
刊
行
す
る
（
第
三
次
作
品
）。
お
よ
そ
こ
う
し
た
流
れ
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あ
る
。

　

こ
れ
を
雲
華
の
場
合
に
当
て
は
め
て
考
え
る
と
、『
遺
稿
』
収
録
の
「
雲
華
草
別
稿
」
の
九
つ
の
漢
詩
稿
は
、
現
在
そ
の
現
物
は
一

つ
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
雲
華
と
南
冥
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
草
稿
で
、
そ
こ
に
は
亀
井
南
冥
な
ど
の
朱
批
が
書
き
込
ま
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
（
第
一
次
作
品
）。
そ
し
て
あ
る
時
期
に
こ
れ
ら
を
編
年
に
ま
と
め
て
書
写
し
た
の
が
「
雲
華
草
」
な
の
で
あ
る
（
第

二
次
作
品
）。
よ
っ
て
厳
密
に
は
「
雲
華
草
別
稿
」
と
い
う
名
称
は
妥
当
で
は
な
い
。
雲
華
の
場
合
、
同
郷
の
知
己
田
能
村
竹
田
と
は

全
く
対
照
的
に
、
自
身
の
著
作
の
出
版
願
望
は
全
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
漢
詩
集
も
ふ
く
め
生
前
刊
行
さ
れ
た
著
作
は
、
他
人
の
著
作

に
寄
せ
た
序
文
類
を
除
い
て
何
も
な
い
。

　

新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
の
収
録
作
品
（
計
一
九
〇
首
）
の
う
ち
、「
雲
華
草
別
稿
」
の
九
つ
の
漢
詩
稿
の
作
品
（
計
一
〇
六
首
）
と

共
通
し
な
い
作
品
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
は
こ
れ
ら
を
記
し
た
漢
詩
稿
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

表
4
　

新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
に
お
け
る
「
雲
華
草
別
稿
」
共
通
作
品
の
分
布
状
況

別
稿

別
稿

別
稿

別
稿

別
稿

別
稿

別
稿

別
稿

1

26

51

76

101

126

Ｄ

151

Ｅ

176

Ｇ

2

27

52

77

102

127

Ｄ

152

Ｅ

177

Ｇ

3

28

53

78

103

Ａ

128

Ｄ

153

Ｅ

178

Ｇ

4

29

54

79

104

Ｈ

129

Ｄ

154

Ｅ

179

Ｇ

5

30

55

Ｉ

80

105

Ｈ

130

Ｄ

155

Ｅ

180

Ｇ
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6

31

56

Ｉ

81

106

131

Ｄ

156

Ｅ

181

Ｇ

7

32

57

Ｉ

82

107

132

Ｄ

157

Ｅ

182

Ｇ

8

33

58

Ｉ

83

108

Ｈ

133

Ｄ

158

Ｅ

183

Ｇ

9

34

59

Ｉ

84

109

Ｈ

134

Ｄ

159

184

Ｇ

10

35

60

Ｉ

85

110

Ｈ

135

Ｄ

160

Ｆ

185

Ｇ

11

36

61

Ｉ

86

111

Ｈ

136

Ｄ

161

Ｆ

186

12

37

62

Ｉ

87

112

Ｈ

137

Ｄ

162

Ｆ

187

Ｇ

13

38

Ｂ

63

Ｉ

88

113

Ｈ

138

Ｄ

163

Ｆ

188

Ｇ

14

39

Ｂ

64

Ｉ

89

114

139

Ｄ

164

Ｆ

189

Ｇ

15

40

Ｂ

65

Ｉ

90

115

Ｈ

140

Ｄ

165

Ｆ

190

Ｇ

16

41

Ｂ

66

Ｉ

91

116

Ｈ

141

Ｄ

166

Ｆ

17

42

67

Ｉ

92

Ａ

117

Ｈ

142

Ｅ

167

Ｆ

18

43

68

Ｉ

93

Ａ

118

143

Ｄ

168

Ｆ

19

44

69

94

Ａ

119

Ｈ

144

Ｄ

169

Ｆ

20

45

70

95

120

Ｈ

145

Ｄ

170

21

46

71

96

Ａ

121

Ｈ

146

Ｅ

171

22

47

Ｂ

72

97

Ａ

122

Ｈ

147

Ｅ

172

23

48

Ｂ

73

98

Ａ

123

Ｈ

148

Ｅ

173

Ｇ

24

49

74

99

124

Ｄ

149

Ｅ

174

Ｇ

25

50

75

100

Ａ

125

Ｄ

150

Ｅ

175

Ｇ
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新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
に
出
る
人
名
を
ま
と
め
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
雲
華
と
漢
詩
文
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
人

物
で
あ
る
。
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
博
多
の
亀
井
南
冥
及
び
そ
の
実
弟
の
幻
庵
曇
栄
禅
師
、
加
え
て
南
冥
の
三
人
の
男
子
（
昭
陽
・
大

壮
・
大
年
）
ら
合
わ
せ
て
「
亀
門
五
亀
」
と
雲
華
と
の
交
際
が
、
享
和
元
年
辛
酉
（
一
八
〇
一
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。

表
5
　

新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
に
見
え
る
人
名

地
域

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

博
多

亀
井
南
冥
・
幻
庵
禅
師

亀
井
南
冥
・
幻
庵
禅
師

亀
井
南
冥
・
幻
庵
禅
師

亀
井
大
壮
・
山
口
士
沛

善
立
寺
西
旭
尊
者

妙
行
寺

秋
月

原
古
処

原
古
処

原
古
処

日
田

法
海
尊
者
・
円
遵
公

法
海
・
法
天
・
広
瀬
淡
窓

法
海
・
法
天
・
広
瀬
淡
窓

一
環
円
什
・
法
天

森
文
明
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竹
田

田
能
村
竹
田

中
津

城
中
諸
君

城
中
諸
彦

田
文
学

丸
岡
仲
堅

そ
の
他

服
部

卿
（
長
崎
）

服
部

卿
（
長
崎
）

梯
季
礼
（
久
留
米
）

円
政
尊
者
（
不
明
）

梯
季
礼
（
久
留
米
）

樺
島
石
梁
（
久
留
米
）

権
田
子
行
（
不
明
）

淵
上
旭
江
（
大
坂
）

亀
州
師
・
奧
僧
寂
秀
・
徳
成
（
以
上
京
都
）

山
元
魯
（
不
明
）

　

雲
華
は
竹
田
満
徳
寺
で
出
生
し
た
が
、
十
二
歳
で
実
父
と
死
別
す
る
と
、
伯
父
円
門
法
蘭
師
が
住
職
を
し
て
い
た
日
田
の
広
円
寺
に

引
き
取
ら
れ
、
こ
こ
で
成
長
す
る
。
十
九
歳
の
時
、
実
姉
の
嫁
ぎ
先
で
も
あ
る
中
津
正
行
寺
の
頓
慧
鳳
嶺
師
に
後
嗣
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
以
後
京
都
高
倉
学
寮
に
も
籍
を
置
い
て
本
格
的
に
宗
学
の
研
鑽
に
入
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雲
華
は
十
代
の
多
感
な
時
期
を
日
田
で

過
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
親
し
く
交
際
し
た
の
が
、
後
に
全
国
か
ら
門
生
が
集
う
咸
宜
園
を
創
設
し
た
、
九
歳
年
少
の
「
天
才

少
年
」
広
瀬
淡
窓
な
の
で
あ
る
。
淡
窓
の
記
録
資
料
に
は
雲
華
に
関
す
る
貴
重
な
記
事
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
に
紹
介

し
た

（
４
）

。

　

淡
窓
は
早
く
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）・
同
九
年
、
十
五
歳
か
ら
十
六
歳
に
か
け
て
博
多
を
訪
れ
、
大
壮
を
除
く
「
五
亀
」
と
次
々

対
面
、
昭
陽
に
入
門
し
、
南
冥
の
知
遇
も
得
て
い
た
（
た
だ
し
寛
政
十
年
、
亀
門
の
甘
棠
館
は
焼
失
）。
雲
華
と
淡
窓
は
、
雲
華
が
中



七
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華
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刊
漢
詩
稿

津
に
移
っ
て
以
降
も
子
弟
を
咸
宜
園
に
入
門
さ
せ
る
な
ど
交
際
を
続
け
て
お
り
、
雲
華
は
淡
窓
か
ら
亀
井
一
門
の
状
況
を
知
ら
さ
れ
て

い
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

後
年
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
南
冥
が
逝
去
し
た
時
の
雲
華
の
追
悼
詩
「
亀
先
生
挽
歌
」
七
絶
三
首
の
中
に
も
「
曽
遊
十
又
四

秋
前
」
の
句
が
見
え
て
お
り
（『
遺
稿
』
八
一
頁
）、
享
和
元
年
の
秋
に
雲
華
が
博
多
を
訪
問
し
て
以
来
、
数
え
十
四
年
間
の
交
際
だ
っ

た
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
南
冥
側
の
資
料
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る

（
５
）

。

　

雲
華
と
亀
門
諸
士
と
の
漢
詩
文
等
の
や
り
と
り
に
は
い
く
つ
か
興
味
深
い
作
品
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
一

つ
、
雲
華
の
精
神
の
内
面
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
雲
華
は
安
永
二
年
癸
巳
（
一
七
七
三
）
に
竹
田
の
満
徳
寺
で
誕
生

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
雲
華
の
「
宗
祖
」
親
鸞
の
誕
生
年
で
あ
る
承
安
三
年
癸
巳
（
一
一
七
三
）
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
百
年
を
経
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
頼
山
陽
の
「
題
大
含
上
人
寿
像
」
讃
（
天
保
元
年
）
に
も
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
当
然
雲
華
自
身
意
識
し
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　

更
に
、
親
鸞
が
修
行
す
る
比
叡
山
を
下
り
、
専
修
念
仏
を
提
唱
し
て
い
た
法
然
に
入
門
し
た
の
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
親
鸞
に
と
っ
て
最
大
の
「
廻
心
」（
宗
教
的
思
想
の
転
換
）
と
な
っ
た
。
こ
の
建
仁
元
年
の
干
支
が
実
は
「
辛
酉
」

な
の
で
あ
り
、
や
は
り
雲
華
が
南
冥
に
入
門
し
た
享
和
元
年
辛
酉
（
一
八
〇
一
）
を
遡
る
こ
と
六
百
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。
雲
華
は

自
身
の
南
冥
入
門
を
密
か
に
親
鸞
の
法
然
入
門
に
擬
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
定
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
親
鸞
の
そ
れ
は
宗
教
者
と
し
て
重
要
な
法
門
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
雲
華
と
南
冥
の
関
係
は
詩
作
と
い
う
俗
事
で

あ
っ
て
そ
の
懸
隔
は
大
き
く
、
雲
華
自
身
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
公
言
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
「
辛
酉
」
の
年
、
親
鸞
と
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同
じ
く
二
九
歳
の
雲
華
の
心
中
に
は
何
か
期
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
「
辛
酉
革
命
・
甲
子
革
令
・
戊
辰
革

運
」
を
「
三
革
」
と
い
い
、
古
来
こ
の
三
つ
の
干
支
は
異
変
・
政
変
の
多
い
年
と
さ
れ
し
ば
し
ば
改
元
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
田
能
村
竹
田
と
雲
華
の
初
見
時
期
が
、
通
説
よ
り
二
十
年
以
上
遡
る
享
和
二
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
、『
雲
華
草
二
巻
』
に

よ
り
判
明
し
た
こ
と
で
あ
っ
た

（
６
）

。
秋
月
藩
の
原
古
処
と
雲
華
の
交
際
も
同
時
期
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
年
文
政
三
年
十
月
に
、

古
処
は
後
に
女
流
漢
詩
人
と
な
る
息
女
采
蘋
を
つ
れ
て
正
行
寺
に
雲
華
を
訪
ね
て
い
る
（
雲
華
不
在
）。

　

ま
た
、
中
津
の
人
士
た
ち
と
の
漢
詩
の
や
り
と
り
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
中
津
で
の
雲
華
の
漢
詩
関
係
の
活

動
に
つ
い
て
も
既
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
、
文
化
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
文
化
八
年
以
降
は
見
ら
れ
な
く
な

る
が
、
文
政
元
年
の
頼
山
陽
の
正
行
寺
訪
問
、
天
保
三
年
の
田
能
村
竹
田
の
同
寺
訪
問
は
、
中
津
の
文
人
に
と
っ
て
「
再
結
集
」
の
刺

激
を
与
え
た
よ
う
だ

（
７
）

。
梯
季
礼
や
樺
島
石
梁
な
ど
、
久
留
米
藩
の
人
士
と
の
関
係
も
、
目
立
た
ぬ
な
が
ら
雲
華
の
生
涯
に
継
続
し
た
も

の
で
、
後
年
の
内
室
の
出
自
と
も
関
連
し
て
見
逃
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
出
『
雲
華
草
二
巻
』
の
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
正
行
寺
住
職
末
弘
慶
潤
師
に
あ
つ
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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一

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

註

（
１
）

　

雲
華
の
漢
詩
作
品
の
翻
刻
と
し
て
は
、
赤
松
翠
陰
編
『
雲
華
上
人
遺
稿
』（
昭
和
八
年
、
後
凋
閣
）
以
前
に
、
近
代
の
仏
教
学
者
南
條
文
雄
が

早
く
か
ら
雲
華
の
漢
詩
に
着
目
し
、
明
治
三
十
八
年
よ
り
宗
教
雑
誌
『
無
尽
灯
』
誌
上
で
雲
華
作
品
を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
成
果
を
反
映
し

た
の
が
、『
真
宗
大
系
』
七
三
巻
（
大
正
三
年
）
所
収
の
「
雲
華
集
」
で
あ
り
、
更
に
集
成
を
加
え
た
も
の
が
『
南
條
先
生
遺
芳
』（
昭
和
十
七

年
）
で
あ
る
。
後
者
に
は
『
遺
稿
』
未
収
録
の
関
係
作
品
が
散
見
さ
れ
注
目
さ
れ
る
。

（
２
）

　

「
雲
華
草
」
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
正
行
寺
蔵
書
目
録
』
に
「
雲
華
草 

八
巻
」
な
ど
と
あ
り
冊
数
一
定
し
な
い
。
正
行
寺
所
蔵

の
江
戸
期
の
典
籍
は
現
在
未
調
査
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
中
か
ら
「
雲
華
草
」
の
断
片
が
見
つ
か
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
他
、
雲
華
自

筆
で
は
な
い
が
、
雲
華
の
「
俗
弟
子
」
で
あ
る
と
い
う
神
戸
半
雲
が
記
録
し
た
『
半
雲
随
筆
』
の
中
に
「
雲
華
起
草
」
と
題
す
る
雲
華
の
漢
詩

稿
が
あ
る
（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
）。
そ
の
収
録
作
品
は
、
概
ね
『
遺
稿
』
所
収
の
も
の
で
、『
遺
稿
』
の
字
句
の
訂
正
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
き

い
が
、『
遺
稿
』
の
欠
落
箇
所
が
同
様
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
紹
介
し
た
い
。

（
３
）

　

野
稿
Ｃ
に
つ
い
て
は
、「
円
什
上
人
五
十
」
が
手
が
か
り
と
な
る
。
日
田
広
円
寺
の
円
什
師
は
、
天
保
七
年
十
月
五
日
に
八
十
三
歳
で
示
寂
し

て
い
る
（
後
掲
注
４
拙
稿
参
照
）。
こ
れ
を
も
と
に
逆
算
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
と
な
り
、
そ
の
五
十
歳
は
享
和
三

年
（
一
八
〇
三
）
で
あ
る
。

（
４
）

　

「
広
瀬
淡
窓
よ
り
見
た
る
雲
華
上
人
の
人
間
関
係
」『
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
五
〇
（
二
〇
一
六
年
二
月
）。

（
５
）

　

南
冥
の
漢
詩
稿
「
辛
酉
稿
」
に
「
北
豊
大
含
上
人
至
幻
庵
和
尚
和
其
途
中
作
余
誦
而
有
感
次
韻
呈
上
人
」
と
あ
る
の
が
、
南
冥
関
係
資
料
に

お
け
る
雲
華
の
初
出
で
あ
る
。『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
八
巻
【
上
】
四
二
三
頁
（
昭
和
五
五
年
、
葦
書
房
）。
な
お
、
早
く
寛
政
二
年
庚

戌
（
一
七
九
〇
）
に
、
日
田
以
来
の
雲
華
の
「
先
輩
」
で
あ
る
法
海
上
人
（
日
田
長
福
寺
出
身
）
が
南
冥
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る

（
南
冥
「
南
肥
法
海
上
人
見
訪
喜
而
賦
呈
」）。
雲
華
は
南
冥
に
つ
い
て
法
海
か
ら
も
聞
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ろ
う
。

（
６
）

　

拙
稿
「
雲
華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画
業
」『
名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
四
九
（
二
〇
一
五
年
八
月
）。

（
７
）

　

拙
稿
「
雲
華
上
人
と
中
津
の
文
人
」『
学
芸
の
諸
相 

Ⅰ
』（
平
成
二
八
年
三
月
、
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）。
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雲
華
草
〈
自
享
和
元
年
至
三
年
〉

二
巻
」（
表
紙
）

雲
華
草
〈
辛
酉
、
享
和
元
年
、
二
十
九
歳
〉

　
　
　

寄
亀
井
道
載
老
君
子

１
天
生
夫
子
海
西
州
　

好
古
修
文
絶
匹
儔

　

玉
振
金
声
今
払
地
　

頼
君
余
響
尚
千
秋
」

２
曽
聞
玉
帛
大
方
名
　

鼓
筺
甘
棠
館
已
成

　

時
習
詩
書
多
子
弟
　

皦
於
糸
竹
満
堂
声
」

３
出
匣
珠
光
照
乗
寒
　

海
天
明
月
自
団
団

　

何
図
一
夜
投
前
路
　

却
使
隋
侯
按
剣
看
」

４
忽
投
簪
笏
老
南
冥
　

一
代
行
蔵
托
易
経

　

更
羨
多
男
堂
構
美
　

自
教
余
慶
満
家
庭
」

５
先
生
有
弟
曄
禅
師
　

彩
筆
縦
横
且
善
詩

　

不
工
門
中
三
昧
起
　

随
縁
練
句
坐
臨
池
」

６
通
仙
之
嶺
竃
門
山
　

引
領
多
年
想
此
間

　

底
事
泥
途
侵
我
錫
　

不
尋
瑤
草
玉
芝
還
」

７
江
生
負
笈
此
遊
方
　

為
擬
登
龍
寄
八
行

（
凡
例
）

一
、
底
本
は
中
津
市
正
行
寺
蔵
『
雲
華
草
二
巻
』
写
本
一
冊
で
あ
る
。

一
、
七
言
詩
・
五
言
詩
等
、
七
字
・
五
字
で
詩
形
を
整
え
各
詩
に
番
号
を
付
し
た
。
よ
っ
て
改
行
は
底
本
と
異
な
る
。

一
、
通
行
の
字
体
を
使
用
し
、
割
注
は
〈 

〉、
虫
損
・
塗
抹
・
空
欄
等
は
□
で
示
し
た
。

一
、
底
本
に
お
け
る
訂
正
は
そ
の
ま
ま
訂
し
た
。
傍
記
し
た
文
字
及
び
（ 

）
内
の
文
字
は
、
今
回
新
た
に
付
し
た
『
遺
稿
』
と
の
異

同
で
あ
る
点
、
注
意
さ
れ
た
い
。

一
、
底
本
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
『
遺
稿
』
の
異
字
も
傍
記
し
た
。『
遺
稿
』
に
お
い
て
相
当
量
誤
字
が
存
在
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

一
、
難
読
文
字
の
読
解
及
び
『
遺
稿
』
と
の
異
同
に
つ
い
て
廣
森
美
枝
子
氏
（
小
牧
市
古
文
書
研
究
会
）
の
御
助
力
を
得
た
。
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華
上
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請
我
驢
鳴
君
叱
置
　

何
妨
一
顧
此
乗
黄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
江
生
謂
大
江
皞
民
也
〉

　
　
　

又

８
憐
君
龍
鳳
質
　

況
復
富
雉
駒

　

大
澤
玄
雲
合
　

高
岡
白
日
孤

　

攀
鱗
空
有
志
　

附
翼
未
成
図

　

此
物
皆
神
異
　

文
毛
映
頷
珠

　
　
　

養
老
瀑
賛

９
養
老
之
水
　

厥
旨
如
酒

　

維
孝
子
徳
　

天
錫
爾
寿

　
　
　

玉
石
函
蓋
銘
〈
応
美
濃
人
睿
哲
之
需
〉

10
明
珠
怪
石
　

各
自
天
真

　

誰
其
愛
此
　

彼
美
之
人

　
　
　

初
夏
雨
〈
分
韻
〉

11
層
陰
積
雨
意
如
何
　

共
倚
林
亭
竹
色
多

　

更
有
蛙
鳴
当
鼓
吹
　

静
探
詩
韻
入
新
歌

　
　
　

五
日

12
緑
陰
蓊
鬱
楚
江
頭
　

此
日
誰
憐
逐
客
愁

　

未
尽
離
騒
経
一
巻
　

満
天
風
雨
颯
如
秋

　
　
　

辛
酉
雨
際
家
族
病
疫
鬱
陶
之
余
賦
詩
遣
悶

13
疫
鬼
還
何
祟
　

梅
霪
災
我
徒

　

魚
端
千
感
集
　

一
片
寸
心
枯

　

自
有
降
魔
剣
　

寧
懸
辟
瘴
符

　

因
縁
従
所
撃
　

只
管
念
浮
図

　
　
　

花
下
飲
〈
分
韻
探
韻
〉

14
紅
桃
白
李
闘
芳
菲
　

緑
酒
瑤
琴
対
夕
暉

　

秉
燭
清
歓
須
取
酔
　

春
風
明
月
事
多
違

　
　
　

雷

15
赤
日
雲
膚
時
　

青
天
遠
奮
雷

　

須
臾
飛
電
閃
　

忽
爾
碾
山
来

　

猛
雨
新
蕉
破
　

雄
風
急
浪
回

　

尤
惶
南
帝
罰
　

下
撃
景
山
台

　
　
　

山
居
〈
和
韻
〉

16
一
投
簪
笏
老
青
山
　

養
志
雲
林
日
日
閑

　

采
薬
朝
随
樵
路
去
　

垂
釣
暮
傍
野
渓
還

　
　
　

別
円
政
尊
者

17
応
縁
金
策
水
雲
飛
　

日
日
談
経
対
翠
微

　

白
足
由
来
憐
不
染
　

青
山
何
事
送
将
帰

　

人
空
法
宝
弁
光
彩
　

世
濁
僧
儀
旧
是
非

　

為
請
君
家
神
剣
在
　

一
時
相
撃
破
重
囲

　
　
　

同
和
留
別
韻

18
園
林
五
月
落
梅
天
　

送
客
江
山
更
可
憐



八
四

湯
　

谷
　

祐
　

三

　

別
酒
三
杯
横
笛
起
　

登
臨
強
和
遠
帰
篇

　
　
　

寄
法
海
尊
者
〈
早
春
作
〉

19
引
領
知
何
望
　

天
南
有
故
人

　

論
詩
蔵
我
拙
　

学
道
慕
君
真

　

明
月
珠
無
価
　

碧
雲
吟
入
神

　

梅
花
情
不
渉
　

願
見
一
枝
新

　
　
　

秋
日
登
山
寺

20
纔
過
初
地
異
晴
光
　

雨
後
松
蘿
掛
上
方

　

認
得
木
犀
花
一
樹
　

秋
風
吹
落
満
山
香

　
　
　

莫
秋
崎
水
服

卿
〈
名
忠
号
寉
州
〉

来
訪
有
詩
和
其
韻

21
大
江
城
外
古
城
峰
　

阜
錫
多
年
此
寄
踪

　

遠
客
飄
然
甘
浪
迹
　

窮
郷
寂
莫
愧
苔
封

　

只
須
揮
塵
論
泉
石
　

不
妨
剪
灯
報
酒
鐘

　

問
別
来
交
接
事
　

歳
寒
唯
有
洞
門
松

　
　
　

席
上
和
韻

22
硫
黄
演
海
大
枝
城
　

那
料
萍
蓬
接
雅
声

　

喜
爾
詩
富
多
合
璧
　

羞
吾
道
昧
亦
和
羹

　

東
林
月
上
分
法
品
　

十
地
雲
消
敝
太
清

　

此
夜
誰
知
何
浪
意
　

明
朝
寉
錫
各
分
行

　
　
　

十
三
夜
月
〈
分
韻
〉

23
天
高
月
苦
客
衣
愁
　

把
酒
南
楼
奥
更
周

　

玄
蒐
重
攀
希
逸
筆
　

清
風
又
卜
庚
公
遊

　

穿
雲
玉
管
霜
林
響
　

満
地
金
波
雁
影
流

　

借
問
良
宵
三
五
後
　

賞
心
何
喊
十
分
秋

　
　
　

発
錫
〈
已
下
二
十
一
首
遊
筑
草
〉

24
雨
晴
天
気
促
行
装
　

忽
着
青
鞋
客
路
長

　

水
駅
山
村
何
限
興
　

満
林
雲
錦
曝
秋
陽

　
　
　

過
京
都
郡

郡
属
西
豊
、
即
景
行
天
皇
長
峡
宮
所
在
也
。
今
有

荒
陵
、
口
碑
称
女
帝
、
土
人
祀
焉
。
不
知
何
代

事
、
蓋
史
逸
乎
。

25
古
皇
遺
跡
属
西
豊
　

振
策
倶
談
一
老
翁

　

女
帝
陵
荒
疑
逸
史
　

京
都
郡
古
訪
行
宮

　

白
雲
喬
木
山
河
祭
　

碧
海
桑
田
感
慨
中

　

徒
倚
何
堪
長
峡
暮
　

樵
歌
牧
笛
起
秋
風

　
　
　

賀
春
神
宮
院
〈
此
献
大
師
講
法
華
地
、
事
出
釈
書
〉

26
大
唐
求
法
利
蒼
生
　

為
附
天
書
絶
海
行

　

如
是
帰
来
談
妙
処
　

于
今
草
木
有
光
明

　
　
　

宿
善
龍
寺

27
寺
接
香
春
第
一
峰
　

投
来
此
夜
訪
霊
蹤

　

千
秋
不
改
崢
嶸
色
　

月
照
山
神
夢
後
容

　
　
　

善
龍
寺
阻
雨
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五

雲
華
上
人
の
未
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28
香
春
山
下
雨
茫
々
　

一
日
談
経
世
事
忘

　

為
是
神
僧
留
我
錫
　

鉢
中
応
呪
善
龍
王

　
　
　

途
中
作

29
一
嚢
遙
向
筑
前
州
　

路
過
田
河
興
転
迷

　

雲
樹
雨
晴
香
嶽
色
〈
山
属
豊
前
〉

霜
林
風
落
染
川
流
〈
水
属
筑
前
、

　

勢
語
所
出
〉

　

若
非
漂
泊

初
志
　

争
得
登
臨
賦
遠
遊

　

恨
有
寒
砧
催
客
思
　

数
回
天
末
故
園
眸

　

〈
七
八
一
作
、
到
処
洋
峨
加
有
待
、
好
教
佳
境
入
吟
眸
〉

　
　
　

蔵
胞
宮

30
松
林
十
里
応
神
宮
　

鳳
熊
龍
幡
望
不
同

　

白
日
高
臨
朱
殿
上
　

瑞
烟
長
護
紫
垣
中

　

干
戈
四
海
欽
英
気
　

神
典
千
秋
仰
徳
風

　

拝
罷
聊
投
華
表
下
　

数
声
玄

過
蒼
空

　
　
　

訪
亀
井
長
君
元
鳳
〈
君
近
卜
居
〉

31
新
台
臨
水
可

裳
　

莫
天
蘭
洲
重
采
芳

　

安
得
君
家
雲
錦
段
　

併
将
霜
華
照
帰
装

　
　
　

又

32
海
楼
聊
駐
白
雲
裳
　

雨
霽
秋
光
壓
艶
陽

　

為
是
林
丘
論
夙
志
　

不
知
斜
日
落
幽
装

　
　
　

謁
亀
井
老
南
冥
君

33
幾
載
懐
君
夢
寐
労
　

一
朝
萍
水
此
相
遭

　

文
鳴
鳳
闕
名
難
掩
　

客
御
龍
門
気
忽
豪

　

紫
塞
山
形
分
望
秩
　

玄
洋
雨
色
捲
波
濤

　

清
談
未
尽
新
知
楽
　

穆
々
松
風
四
座
高

　
　
　

訪
善
龍
寺
西
旭
尊
者
有
詩
次
韻

34
業
余
文
酒
結
交
場
　

或
引
騒
人
倚
石
牀

　

借
問
名
関
高
客
気
　

何
如
濁
世
接
清
狂

　

翻
経
自
古
多
推
什
　

讃
偈
知
誰
欲
続
唐

　

我
輩
相
逢
平
日
意
　

提
来
利
剣
合
氷
霜

　
　
　

謁
曇
栄
禅
師

35
曽
慕
英
山
文
字
禅
　

一
時
相
見
復
何
縁

　

毫
端
幻
象
無
量
色
　

塵
尾
玄
風
不
住
天

　

八
角
台
開
通
海
気
　

双
林
樹
梃
破
秋
烟

　

応
機

許
驚
岑
寂
　

尺
素
遙
伝
雁
塔
辺
」

36
亀
家
天
授
各
儒
珍
　

又
見
宗
僧
夙
入
真

　

習
静
誰
甘
三
昧
食
　

観
空
已
破
五
情
塵

　

縦
令
笏
室
客
多
士
　

幾
是
獅
絃
属
和
人

　

我
亦
桑
門
買
余
勇
　

欲
待
遺
法
致
微
身
」

　
　
　

寓
博
多
妙
行
寺
賦
贈
住
持

37
海
天
寒
雨
鉢
衣
軽
　

不
意
萍
蓬
結
法
盟

　

為
是
塩
梅
同
道
味
　

何
論
法
水
甘
間
情



八
六

湯
　

谷
　

祐
　

三

　
　
　

菅
神
廟

38
良
哉
菅
氏
系
　

英奕

乗世

擢
儒
紳

　

嘉
会
逢
明
主
　

恩
栄
列
大
臣

　

一
時
讒
侫
口
　

千
里
左
遷
人

　

設
致
天
雷
祟
　

寧
忘
柱桂

石
身

　

禁前

中王

降崇

幣廟

帛宇
　

海後

内世

仰
明
神

　

松
柏
梁
材
古
　

蘋
繁

祀
事
新

　

霊
池
清
学
字
　

貌
粛
無
塵

　

拝
罷
懐
風
操
　

梅
花
照
万
春

　
　
　

訪
秋
月
文
学
原
君
士
萌
（
君
時
有
疾
）

39
古
書
山
色
蔚
佳
哉
　

為
把
遊
嚢
探
勝
来

　

恨
値
相
如
当
臥
病
　

懶
将
琴
酒
上
文
台

　
　
　

訪
亀
井
仲
君
大
壮
〈
名
昇
、
号
雲
来
、
嘗
投
曇
栄
禅
師
為
僧
、
近

　

復
還
俗
、
時
住
甘
木
〉

40
曽
聞
神
駿
属
文
公
　

法
戦
当
場
気
最
雄

　

更
怪
三
乗
失
調
御
　

一
時
奔
逸
起
長
風

　
　
　

曇幻

栄庵

禅
師
見
恵
画

賦
此
謝
呈

41
曽
知
彩
筆

雲
烟
　

又
見
神
通
得
画
禅

　

為
贈
飛
来
双
白　

更
教
凡
骨
伴
遊
仙

　
　
　

淮
南
円
遵
公

42
銭
塘
阿
練
若
　

歳
月
数
周
旋

　

豈
啻
通
家
誼
　

同
随
聴
法
縁

　

黄
花
傲
霜
色
　

修
竹
破
寒
烟

　

友
信
君
無
渝
　

胡
為
嘆
各
天

　
　
　

贈
一
環
法
兄

43
浄
名
踪
跡
本
光
塵
　

伏
枕
寧
知
四
事
貧

　

為
是
大
悲
時
現
疾
　

法
門
能
行
幾
天
人

　
　
　

重
用
原
韻
寄
一
環
法
兄

44
誰
知
聖
黙
破
情
塵
　

摂
化
多
君
普
済
貧

　

病
後
為
加
香
積
飯
　

能
将
禅
悦
慰
天
人

　
　
　

寄
亀
井
南
冥
前
甘
棠
館
学
士

45
紫
陽
城
峙
表
西
州
　

憶
昨
軽
装
覧
勝
幽

　

蕭
寺
石
泉
論
雅
思
　

海
亭
風
月
接
清
遊

　

松
喬
百
道
琴
声
起
　

潮
去
今
川
練
影
流

　

底
事
一
時
投
袂
後
　

筑
豊
山
色
阻
離
愁
」

46
謝
君
交
接
辱
忘
年
　

白
髪
江
湖
見
矍
然

　

済
美
家
声
推
謝
陸
　

刪
詩
句
気
入
開
天

　

已
驚
珠
彩
懸
南
海
　

安
可
龍
文
蟄
九
淵

　

更
憶
長
風
能
附
驥
　

幾
時
重
得
逐

　
　
　

寄寄
　

筆
　

亀
　

元
　

鳳

亀
長
君
元
鳳
氏

47
君
家
詞
筆業

尽
琳
琅
　

且
喜
前
遊
接
末
光

　

自更

考羡

多
方才

依
上
国
　

誰
憐
一
衲
臥
寒
郷



八
七

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

歌
成
筑
樹
秋
江
夕
　

夢
断
豊
鐘
暁
月
霜

　

欲
問
相
思
時将

目布

送字
　

雁
行
遙
入
白
雲
長

　
　

〈
七
八
再
構
云
、
欲
寄
知
聚
千
里
字
、
雁
行
時
入
白
雲
長
〉

　
　
　

寄
曇
栄
（
老
）
禅
師

48
有
縁
孤
策
叩
禅
扉
　

幾
度
談
経
倚
翠
微徴

　

鉢
備
地
方
香
積
飯味
　

珠
明
一
室
福田

田福

衣

　

玄
猿
聴昼

法静

随
行
道
　

異
鳥
随林

時幽

対
息
機

　

作
礼
曽
辞
高
顕
処
　

弥
天
無
日
不
神
飛

　
　
　
　
　

〈
後
聯
、
玄
猿
昼
静
随
行
道
、
異
鳥
林
幽
対
息
機
〉

　
　
　

贈
山
口
士
沛

49
洛
下
風
流
彼
一
時
　

筑
城
寒
雨
喜
開
眉

　

由
来
聚
散
長
如
此
　

海
上
秋
雲
欠
別
離

　
　
　

初
冬
城
中
諸
君
見
訪
同
分
真
随
遠
公
遊
之
句
賦
得
遠
ノ

字

50
貝
葉
霜
飛
祇
樹
苑
　

何
図
剣

労
貧
蹇

　

論
詩
一
代
壓
玄
暉
　

結
社
千
秋
羞
恵
遠

　

筆
染
烟
嵐
見
錦
披
　

心
忘
世
俗
知
雲
穏

　

由
来
淡
水
説
交
情
　

莫
笑
寒
厨
留
客
晩

　
　
　

一
夜
霊
松
〈
応
高
木
某
之
需
〉

51
霊
根
一
夜
鬱
成
林
　

北
野
祠
前
翠
且
深

　

不
是
至
誠
能
報
主
　

那
令

幹
呈
中
心

　
　
　

千
里
飛
梅
〈
同
〉

52
菅
公
高
詠
敵
場
春
　

豈
但
微
音
哭
鬼
神

　

請
見
飛
梅
千
里
樹
　

徳
香
遐
向
大
方
新

壬
戌
稿
〈
享
和
二
年
、
三
十
歳
〉

　
　
　

元
日

53
道
場
初
日
転
金
蓮
　

起
着
田
衣
礼
仏
天

　

我
法
由
来
多
福
徳
　

更
随
流
俗
祝
延
年

　
　
　

朱
買
臣
賛

54
千
薪
千
樵
　

手
不
釈
巻

　

画
錦
之
栄
　

千
秋
丕
顕

　
　
　

辛
酉
秋
日
遊
筑
帰
路
過
訪
淮
南
法
天
公
、
公
有
詩
因
次

　

其
韻
〈
辛
酉
作
〉

55
解
束
聊
依
霜
樹
林
　

断
鴻
斜
日
過
孤
岑

　

桑
孤
遂翹

志
秋年

将
暮
　

竹
馬
論
交
夜
忽
深

　

千
里
水
雲
遊
子
迹
　

一
堂
風
雨
故
人
心

　

文
章
我
輩
何
寥
落
　

屈
指
江
湖
睨
古
今

　
　
　

同
畳
前
韻
賦
呈
〈
辛
酉
作
〉

56
憶
昔
銭
塘
客
若
林

　

白
蓮
開
社
壓
廬
岑

　

人
留
妙
偈
文
無
朽
〈
老
師
遺
稿
、
布
行
于
世
〉



八
八

湯
　

谷
　

祐
　

三

　

観
入
空
潭
定
已
深
〈
仏
経
有
水
観
、
言
老
師
入
滅
也
〉

　

好
爾
同
塵
耽
綺
語

　

看
他
絶
物
欲
灰
心

　

由
来
二
諦
堆推

家
学

　

更見

見得

名声

声華

起冠

古
今

　
　
　

春
日
得
法
天
公
之
信
、
次
韻
来
詩
却
有
此
寄

57
告別

別後

風
霜
歳
已
除
　

春
来
錦
字
落
清
虚

　

琴
弾
白
雪
論嗟

離難

合
　

意
似
閑
雲
任
巻
舒

　

千
里
会
盟
多
易
負
　

百
年
行
楽
竟
何
如

　

鴬
花
最
是
相
思
甚切
　

一
唱
新
詩
舞
踏
余

　
　
　

同
次
韻
大
原
寺
集
之
作
聊
同
其
意

58
大
原
山
寺
類
空
居
〈
仏
経
有
空
居
天
〉

剣
錫
乗
春
踏
碧
虚

　

鳥
雑離

梵
音
鳴
且
和
　

霞
生
彩
筆
巻
還
舒

　

禅
林
有
路
離
紛
沓
　

座
客
無
談
不
湛
如

　

更
羨
登
臨
携多

勝
具
　

百
年
丘
叡壑

晋
時
余

　
　
　

前亀
　

井
　

老

筑
亀
井
先
生
賜
和
重
用
前
韻
奉
寄

59
海
天
鴻
雁
尺
書
労
　

報
道
萍
蓬
喜
遇
遭

　

詞
賦
因
君
才
欲
展
　

酒
杯
容
我
意
何
豪

　

蒼
龍
雨
吼

雲
樹
　

白
馬
秋
驕
噴
雪
涛

　

千
里
浩
歌
懐
此
境
　

南
冥
皓
月
一
輪
高

　
　
　

畳
韻
（
酬
）
答
南亀

井

老冥
先
生
高
和

（

ナ

シ

）

之

什
七
首
〈
辛
酉
〉

60
諸
儒
心
学
宋
為
師
　

礼
楽
何
人
欲
采
詩

　

独
有
海
西
文
未
喪
　

金
和
玉
節
奏
咸
池
」

61
地
霊
人
傑
古
皇
洲州
　

旧
典
寥
々
誰
復
修
〈
原
韻
儔
、
今
換
之
〉

　

他
日
窮
通
君
有
感
　

抑
揚
応
有
擬
春
秋
」

62
長
風
芸
海
簸
詩
名
　

変
化
波
瀾
老
益
成

　

非
是
百
川
斉
不
吐
　

緇
流
争
得
発
心
声
」

63
江
湖
文
事
歯
何
寒
　

一
代
空
亡
老
法
蘭

　

到
処
叢
林
秋
已
暮
　

貝
多
揺採

落
不
堪
看
」

64
我
師
〈
指
法
蘭
〉

詩
偈
学
西
溟
〈
指
松
浦
潮
公
〉

君
自
同
門
業説

六
経

　

此
日
江
湖
誰
倚
頼
　

縁
何
幸
許
趨
庭

65
一
鉢策

飄
然
入
大
方
　

訪
君
先
拝
丈
人
行

　

玉
芝
瑤
草
松
林
晩
　

自
訝
商
顔
対
綺
黄
」

66
別
君
東
去
古
書
山
　

人
住
雲
松
水
石
間

　

為
是
洋
峨
随
処
在
　

百
年
詩
伯
結
盟
還
」

　
　
　

寄
秋
月
原
文
学
〈
二
首
〉

67
芒

遙
謁
老
南
冥
　

便
道
過
君
眼
也
青

　

秋
月
城
台
高
枕
藉
　

古
書
山
色
落
軒
櫺

　

百
年
丹
薬
維
摩
病
　

千
載
箕
裘
伏
勝
経

　

到
処
新
知
情
不
浅
　

遠
遊
何
用
嘆
飄
萍
」

68
憶
君
高
臥
古
書
亭
　

力
疾
玄
言
倚
画
屏

　

秋
尽
城
頭
寒
雨
過
　

日
斜
山
麓
白
雲
停



八
九

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

縦
教令

会
別
如
弦
筈
　

且
喜

縁
任
水
萍

　

起
色
樽
前
応
有
意
　

胡
無
鴻雁

雁帛

帛報

安
寧
」

　
　
　

寄
南
筑
梯
季
礼                                

69
一
別
都
門
想
像
中
　

三
秋
踪
跡
各
西
東

　

仄
聞
帰
捍
依
沙
岸
　

無
頼
音
書
滞
塞
鴻

　

冥
雨
独
観
黄
海
水
　

白
雲
猶
阻
錦
屏
鳳

　

幾
時
詩
酒
開
懐
抱
　

千
載
川
頭
得
会
同
」

　
　
　

二
月
十
二
日
有
約
風
雪
不
至
賦
寄
城
中
ノ
諸
君

70
陽
春
白
雪
為
誰
飛
　

我
輩
詩
盟
奈
易
違

　

此
日
山
堂
空
有
興
　

琴
尊
還
使
故
人
非

　
　
　

弊
寺
集
同
分
韻
得
山
字

71
林
風
城
外
寺
　

野
日
雨
余
山

　

径
石
当
僧
坐
　

松
蘿
任
客
攀

　

詩
成
芳
草
動
　

意
適
白
雲
間

　

鉢
底
無
兼
味
　

請
吟
春
月
還

　
　
　

同
分
座
間
屏
風
六
物
之
一
賦
得
画
鵲
寒
字

72
写
生
雅
鵲
羽
毛
寒
　

七
尺
屏
風
墨
未
乾

　

開
端
曽
驚
為
印
石
　

入
図
還
愛
避
弾
丸

　

雕
陵
似
惹
荘
生
感
　

碧
漢
空
伝
織
女
歓

　

此
日
詞
筵
真
報
喜
　

不
関
横
槊
魏
王
看
」

　
　
　

同
次
韻
権
田
子
行
〈
名
幸
広
〉

73
浩
歌
傾
蓋
日
　

狂
態
挙
盃
前

　

青
眼
寸
心
赤
　

玉
顔
双

玄

　

軽
霞
随
筆
散
　

流
水
激
琴
伝

　

何
限
新
知
楽
　

春
宵
秉
燭
筵

　
　
　

同
次
韻
藤
玄
簡

74
只
使
交
情
厚
　

何
論
道
異
同

　

狂
言
能
遣
意
　

礼
俗
豈
栄
躬

　

白
雪
弾
琴
上
　

青
山
把
袂
中

　

幾
時
許
其
度
　

相
与
坐
清
風

　
　
　

同
次
韻
服

卿

75
負
郭
因
君
過
　

再
逢
情
且
多

　

更
憐
新
草
樹
　

無
恙
旧
烟
蘿

　

家
犬
馴
迎
客
　

野
禽
来
和
歌

　

一
尊
春
酒
在
　

莫
逆
酔
丘
阿

　
　
　

幻
庵
老
禅
師
和
予
途
中
作
南
冥
老
成
用
其
韻
見
示
重
畳

　
　
　

前
韻
賦
謝
呈
二
老

76
山
河
蓊
鬱
壮
神
州
　

筑
海
人
文
気
象
幽

　

一
代
津
梁
真
大
士
　

千
秋
事
業
各
名
流

　

金
経
夜
聴
竜
宮
坐
　

彩
翰
雲
飛
鳳
穴
遊

　

那
料
衣
珠
懐
璧
美
　

投
来
燦
爛
眩
双
眸

　
　

〈
七
八
一
作
、
驚
見
衣
珠
懐
璧
色
、
贈
来
双
美
燦
盈
眸
〉



九
〇

湯
　

谷
　

祐
　

三

　
　
　

亀
井
道
哉
先
生
詩
書
併
至
次
韻
漫
興
之
作
却
呈

77
卜
居
高
俯
大
江
流
　

玄
海
通
潮
好
汎
舟

　

鴎
鷺
洲
辺
看
得
甲
　

蛟
竜
窟
裡
自
相
謀

　

陶
情
竹
名
樽
常
満
　

作
賦
波
瀾
筆
不
休

　

此
際
浩
然
能
養
気
　

羨
君
天
禄
富
春
秋

　
　
　

和
謝
亀
井
先
生
春
日
見
懐
之
高
韻

78
欲
把
春
醪
酔
艸
香
　

筑
江
秋
色
憶

裳

　

謝
君
情
思
桃
花
水
　

方
促
豊
山
遊
子
装

　
　
　

同
賦
謝
呈

79
海
雲
千
星
撃
詩
章
　

鴻
雁
多
情
喜
欲
狂

　

高
臥
滄
江
乗
漫
興
　

投
来
白
璧
足
珍
蔵

　

談
経
麗
日
生
華
旭
　

把
酒
春
潮
自
楽
浪

　

更
有
驢
鳴
労
一
顧
　

便
応
奔
題
試
当
場

　
　
　

重
用
幻
庵
老
禅
師
見
和
之
韻
却
有
此
寄

80
白
雲
蕭
寂
虎
渓
扉
　

喜
見
伽
陀
寄
妙
微

　

法
雁
影
過
阿
育
塔
　

天
華
香
散
達
磨
衣

　

廬
峰
落
日
懸
心
地
　

坐
海
春
風
静
道
機

　

更
報
禅
余
遊
戯
廬
　

那
無
羅
漢
窟
中
飛
〈
羅
漢
窟
我
邦
名
区
〉

　
　
　

寄
人

81
衡
門
本
在
水
之
消
　

万
頃
鴎
波
興
可
知

　

為
問
桃
花
春
雨
後
　

幾
人
同
接
釣
竿
糸

　
　
　

寄
法
海
法
兄
〈
三
首
〉

82
海
公
吾
党
傑
　

真
俗
夙
知
名

　

讃
仏
推
支
遁
　

談
経
掩
道
生

　

青
山
深
隠
約
　

白
雪
主
詩
盟

　

昨
夜
禅
房
夢
　

晤
言
無
限
情
」

83
憶
昨
安
居
日
　

祇
園
与
法
兄

　

塩
梅
分
道
味
　

藻
鏡
鑑
孤
明

　

忽
別
衣
珠
遠
　

何
来
錦
字
驚

　

同
盟
殊
厚
誼
　

豈
得
不
陳
情
」

84
帰
来
南
海
上
　

渡
世
大
船
師

　

白
業
修
三
際
　

玄
論
起
六
時

　

浮
雲
空
界
散
　

逝
水
却
波
移

　

再
会
知
何
地
　

慈
悲

接
眉
」

　
　
　

書
感

85
日
暖
廬
岑
鳥
雀
親
　

六
時
修
業

行
春

　

学
仙
誰
慕
鸞
開
士
　

還
俗
寧
追
休
上
人

　

感
至
百
年
空
逝
水
　

観
来
七
尺
欲
微
塵

　

吾
曹
超
世
縁
何
事
　

別
有
西
方
転
願
輪

　
　
　

寄
亀
井
仲
君
大
壮
〈
先
是
呈
詩
未
得
和
章
故
及
七
八
〉

86
聞
君
随
暑
道
林
遊
　

豈
料
詩
名
削
沃
州

　

錬
字
如
非
唐
賈
島
　

逃
禅
恐
是
宋
揚
休



九
一

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

竜
還
大
沢
風
雲
起
　

駿
逸
青
山
蓿
苜
愁

　

我
自
空
門
尚
膠
柱
　

素
琴
能
許
和
歌
不

　
　
　

寄
法
天
尊
者

87
聞
君
詩
社
富
　

引
領
欲
神
飛

　

綺
席
千
篇
詠
　

青
山
一
衲
衣

　

来
翻
錦
繍
　

倏
忽
落
松
扉

　

両
地
殊
無
遠
　

鴻
魚
不
復
稀

　
　
　

聞
法
天
尊
者
遊
筑
前
有
此
寄

88
大
藩
形
勝
好
探
幽
　

果
爾
金
環
振
筑
州

　

激
水
高
岑
賢
士
宅
　

白
雲
明
月
客
僧
遊

　

清
時
閲
世
論
微
顕
　

壮
志
離
家
任
去
留

　

我
亦
斯
間
多
足
跡
　

到
来
何
地
不
風
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
客
僧
或
作
故
人
亦
可
〉

　
　
　

別
意

89
渭
城
歌
罷
唱
陽
関
　

玉
笛
春
風
碧
水
灣

　

無
数
柳
枝
今
短
々
　

折
来
多
少
不
成
環
〈
多
少
又
作
離
別
〉

　
　
　

三
日

90
春
風
伏
枕
負
年
華
　

雨
後
青
山
衲
子
家

　

此
日
咏
觴
人
不
問
　

後
庭
空
対
白
桃
花

　
　
　

答
人
問
含
也
何
人

91
偶
爾
胎
生
大
塊
中
　

因
縁
不
復
仮
天
工

　

江
湖
剃
髪
衣
猶
白
　

酒
肉
安
心
剣
却
雄

　

構
室
丈
方
形
質
託
　

繙
経
万
巻
眼
光
通

　

空
王
末
法
微
臣
在
　

那
与
尋
常
鳥
竄
同

　
　
　

鎮
西
戒
壇
院

92
憶
昔
過
滄
海
　

随
機縁

授
戒
師

　

開
場
尤
首
唱
　

受
具
転
肩
随

　

月
浄
鵞
珠
色
　

風
香薫

仏香

樹
枝

　

登
壇
今
寂
々
　

立
錫
涙
空
垂

　
　
　

山
之
魯
来
訪
有
詩
次
韻

93
翩
々
縫
掖
映
青
春
　

為欣

贈爾

詞
花
筆
有
神

　

百
廃
山
僧
驚
起
座
　

粲
然
時
払
墨
池
塵

　
　
　

城
中
諸
彦
許
餞
予
于
遠
風
楼
走
筆
代
柬

94
市
楼
高
構
海
門
陲
　

多
謝
諸
賢
餞
席
披

　

総
為
鴬
花
留
別
意
　

豈
須
風
雨
愆
交
期

　

開
樽
竟
日
憑
投
轄
　

藻
千
秋
好
賦
詩

　

已独

恨
春
潮
明
月
落
　

不
堪
車
馬
散
臨
岐

　
　
　

同
謝
丸
岡
仲
堅

95
青
山
独
臥
大
江
東
　

折
簡
因
君
欲
会
同

　

市
郭
無
労
呼
麹
蘖
　

郊
邨
有
路
引
詩
筒

　

風
流
仮
落
他
人
後
　

談
笑
寧
随
流
俗
中

　

此
際
沃
州
殊
不
遠
　

莫
言
春
雨
煩
支
公



九
二

湯
　

谷
　

祐
　

三

　
　
　
　

〈
後
聯
、
風
流
仮
落
他
人
後
、
□
□
□
□
時
髦
中
〉
」（
18
オ
）

　
　
　

咏
赤
穂
義
士

96
清
朝
伏
剣
恨
難
禁
　

殉
国
人
臣
意
気
深

　

忍
恥
一三

時年

能
介
石
　

復
仇
千
載
足
垂
箴

　

黄
泉
已
朽
英
雄
骨
　

白
日
長
懸
義
士烈

心

　

四
十
余
墳
松
柏
裡
　

凛
然
霜
色
覆
寒
林

　
　
　
　
　
　
　

〈
第
三
句
一
作
忍
辱
三
年
能
介
石
〉

　
　
　

重寄

原

士

萠

寄
原
震
平

97
白
雲
幽
石
故
人
廬
　

古
処
山
光
問奈

起
居

　

点
検
晴
窓
青
玉
案
　

業
余務

何無

惜
一
封
書

　
　
　

遠
風
楼
留
別
〈
分
韻
得
樽
〉

98
百
尺
楼
開
負
郭
門
　

詞
盟
借
座
倒
離
樽

　

雲
辺
麗
日
江
山
色
　

雨
後
軽
烟
楡
柳
村

　

京
国
人
文
縦
悦
目
　

渭
城
風
物
欲
銷済

魂

　

何
時
地
主
能
相
邀
　

更
把
歌
詩
子
細
論

　
　
　

又

99
海

登
楼
望
　

離
歌
且
笑
言

　

遊
人
帰
雁
日
　

餞
席
落
花
村

　

暫
別
雲
千
里
　

多
情
酒
一
樽

　

春
宵
無
限
意
　

綺
月
照
東
軒

　
　
　

又
〈
得
〉

100
卜
日
離
筵
此
結
歓
　

雨
余
烟
景
入
闌
干

　

人
携
酒

多
兼
味
　

楼
富
江
山
最
壮
観

　

芸
海
論
文
高
興
湧
　

交
場
取
酔
寸
心
寛

　

吾
曹
此
会
重
難
得
　

不
妨
春
宵
蝋
炬
残

　
　
　

同
分
題
得
麦
田

（
詩
題
の
み
に
て
詩
句
な
し
）

　
　
　

諸
君
分
賦
五
色
壮
予
行
色
漫
咏
紫
聊
寓
別
意

101
虎
渓
峰
上
五
雲
飛
　

好
和
炉
烟
向
帝
畿

　

裁
筆
紫
冥
瀾
且
動
　

駕
牛
函
谷
気
空
微

　

斗
星
耿
々
応
横
剣
　

天
路
迢
々
来
賜
衣

　

更
報
凝
霞
帰
到
日
　

接
眉
同
倚
暮
山
扉

　
　
　

同
次
服
子
咏
白
韻

102
珠
樹
花
開

作
群
　

独
振
飛
錫
負
清
芬

　

駄
経
僧
策
摩
騰
馬
　

贈
客
人
持
弘
景
雲

　

白
足
冒
泥
華
雨
襲
　

氷
心
把
酒
玉
台
薫

　

一
声
瑶
笛
暁
江
月
　

柳
絮
随
風
岐
路
分

　
　
　

遠
風
楼
留
別
次
野
文
学
韻

103
海
門
臨
別
把
春
醪
　

大
酔
狂
歌
興
更
豪

　

客
自
遠
遊
将
済
勝
　

人
皆
寵
送
且
登
高

　

千
篇
錦
壮
行
装
色
　

一
片
帆
懸
積
水
濤

　

此
去
碧
空
千
里
外
　

豈
無
明
月
夢
魂
労



九
三

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　
　
　

聞
法
海
兄
入
京
臨
紙
有
此
寄

104
欲
従
盃
渡
入
京
師
　

病
累臥

春
風
奈徒

後
期

　

浪
白
岸
頭
君
到
日
　

硫
黄
洋
畔
解発

維帆

時

　
　
　

浪
華
訪
淵
白
亀
時
有
山
水
奇
観
之
著
故
及

105
不
見
淵
生
二
十
年
　

如
聞
足
跡
遍
山
川

　

相
逢
五
嶽
図
成
後
　

家
住
蘆
花
浅
水
辺

　
　
　

謝
淵
白
亀

106
君
揮
神
妙
筆
　

□
□
奪
天
工

　

不
藉
壹
公
術
　

乾
坤
一
幅
中

　
　
　

詣
岡
崎
祖
躅

107
宗
師
専
業
地
　

六
百
度
星
霜

　

請
見
清
池
水
　

々
可
濫
觴

　
　
　

陪
亀
州
師
会
霊
山

108
人
元応

霊
窟
似
　

地
与
独
園
隣

　

翠
竹
高
風
骨
　

青
山
現
色
身

　

嫌
貪
三
昧
酒
　

喜
御
大
乗
輪

　

此
会
如
常
在
　

何
難
破
六
塵

　
　
　

次
韻
奥
僧
寂
秀
贈
海
法
兄
之
作

109
憶
昨
都
門
賦
別
年
　

空
期言

錦不

字得

寸
心
伝

　

兼重

逢
此
日
猶
疑
夢
　

東
裔
西
垂
路
十
千
」

110
海
東
僧
宝
見斐

文成

章
　

敏
捷
如
鷹
自
在
揚

　

知
是
他
方
遊
戯
筆
　

豈
無
山
水
被
輝
光
」

111
経
台
高
出
洛
城
隈
　

君
自
随
縁
恵
業
開

　

借
問
三
千
雲
集
士
　

不
知
誰
是
潤
文
才
」

　
　
　

五
月
二
十
三
日
霊
山
会集

112
偶
謝下

猊
座
　

同
登

峰

　

露
滋
初
地
竹
　

風
浄
上
方
松

　

勝
境
宜
遊
眺履
　

珍
羞
足
給
供

　

相
憐
兄
与
弟
　

和
合
得
従
容

　
　
　

無
題

113
酔
擁
紅
顔
夜
欲
央
　

風
来
翠
袖
桂
蘭
香

　

簾樽

前
笑
指
天林

心端

月
　

孰
与
双
蛾
似画

箇得

長

　
　
　

九
日
登
清
水
寺
分
得

114
不
貪
彭
澤
菊
花
杯
　

此
日
悲
秋
上
梵
台

　

千
里
山
河
窮
眼
界
　

澹
雲
疎
雨
自
西
来

　
　
　

洛
城
寄
懐
亀
南
冥
先
生

115
客
夜
秋
高
洛
水
辺
　

独
思
夫
子
転
凄
然

　

載吟

書詩

白
雁雪

人
千
里
　

寄
夢
清
風
月
一
天

　

自
怨
誰
家
飛頻

玉弄

笛
　

寧
知
此
夕
宴定

瓊開

筵

　

何可

堪
北
闕
関
西
望
　

不
啻
豊
山
阻
筑
川

　
　
　

洛
城
留
別
分
韻
別
字

116
生
平
不
住
心
　

我
輩
軽
離
別



九
四

湯
　

谷
　

祐
　

三

　

此
夕
月
婆
娑
　

千
門
秋
凛
冽

　

人
留
北
闕
雲
　

独
臥
西
山
雪

　

万
里
思
何
悲
　

臨
岐
歌
未

　
　
　

次
韻
徳
成
送
別
詩

117
告
別
祇
林
風
色
清
　

応
縁
寵
送
祈
秋
晴

　

郷
遙
白
馬
波
心
寺
　

望
尽
青
龍
雲
裡
城

　

此
去
慈
舟
堪
可
泛
　

将磨

来
法
剣
向
誰
鳴

　

経
台
独
倚
弥
天
月
　

孰何

与以

長
安
一
夜
明

　
　
　

姫
島

118
水
天
姫
島
本
無
群
　

日
落
清
容
浪
作
紋

　

伉
儷
千
春
応
有
待
　

洗
頭
盆
底
翠
如
雲

　
　
　

自
東
帰
日
亀
夫
子
詩
至
俄
次
其
韻
却
有
此
寄

119
新
詩
遙
落
故
山
秋
　

偶
値
西
帰
初
下
舟

　

俊
句
元
知
凌
李
杜
　

名
家
不
復
書
銭
劉

　

探
嚢
水
石
情
猶
動
　

展
巻
烟
雲
墨
欲
流

　

朗
誦
書
堂
風
月
夕
　

更
消
千
里
積
陰
愁

　
　
　

送
天
法
師
遊
学

120
片
雲
孤
月
暫
相
親
　

君亦

自

東

西

南

北

人

自
無
方
遊
是
真

　

三
駕
応更

同
題
柱
客
　

一
嚢
時
見
捨
家
身

　

何
須
蠖
屈
終
生
理
　

遂応

欲遂

雷
鳴
転
法
輪

　

到不

住

乾

坤

行

処

是

処
虚
空
還
有
室
　

莫
臨
岐
路
漫
逡
巡

　
　
　

訪
某
上
人

121
空
山
通
一
路
　

転九

折々

入
精
廬

　

石不

記識

禅
師
座
　

松
標
止道

士者

居

　

玄
論
移
白
日
　

幻
象
望仰

清
虚

　

不忘

却

来

時

問
帰
来
険
　

臨
門
有
大
車

　
　
　

秋
尽
還
郷

122
千
里
萍
蓬
行
脚
回
　

故
山
秋
尽
意気

何悲

哀哉

　

白
蓮
葉
爛
匡
廬
社
　

黄
菊
花
残
栗
里
杯

　

物
候
入
看
傷
逝
水
　

色
心身

多
病
懶
登
台

　

挙
頭
将反

顧
曽
遊
地
　

横
海
寒
雲
闔黯

不
開

　
　
　

寄
懐
亀
夫
子

123
百
道
松
林
十
里
堆
　

海
門
新
築
小
琴
台

　

知
君
善妙

手
弾
明
月
　

夜
静
風
濤
和
曲
来

　
　
　

秋
夜
偶
作

124
白
雲
明
月
桂
花
林
　

招
隠
詩
成
独
自
吟

　

清
興
有
余
秋
欲
半
　

更
無
人
向
小
山
尋

　
　
　

偶
成

125
蓮
池
秋
露
浄
　

独
把
数
珠
親

　

堪
歎
匡
廬
遠
　

未
逢
同
社
人

　
　
　

寄
賀
亀
井
老
夫
子
六
十
誕
辰

126
聞
道
先
生
耳
順
筵年
　

青
衫
彩
服
映簇

群瓊

仙筵



九
五

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

南
山
祝献

寿
詩
如
璧
　

十
日
為
歓
酒
似
泉

　

藍
嶋
気
連
凝
翠
樹
　

竃
門
雲
結
煉
丹
烟

　

我
従
方
外
遙
稽
首
　

黄

一
声
摩
九
天

　
　
　

其
二

127
福
鳳岡

城
迫

彩
雲
辺
　

中
有
高
人

鬢

尚向

玄

　

元
自
金
丹
伝
妙
訣
　

兼
将
礼
楽
育
名
賢

　

添
籌
碧
海
波
心
屋
　

方
駕

山

背
仙

　

愧
我
凡
庸
難
換
骨
　

臨
風
数
憶嘆

紫
陽
天

　
　
　

其
三

128
満
堂
杯
酒
侍
佳
期
　

坐
列
児
孫
仰
秀
眉

　

不
独
謝
家
生
玉
樹
　

応
知
商
嶺
産
朱霊

芝

　

歓
声
自
有
笙
歌
起
　

福
履
何
論
甲
子
移

　

卜
得
群
賢
湖
海
会
　

徳
星
高
傍
寿
星
時垂

　
　
　

其
四

129
亀
家
子
弟
憶
団
欒
　

百
道
林
亭
上
寿
歓

　

非
是
主
恩
投
笏
去
　

那
令
生
計
卜
居
寛

　

風
霜
不
老
松
千
丈
　

霄
漢
堪
凌
竹
万
竿

　

竊
擬
南
山
歌
下
里
　

願
君
能
入
素
琴
弾

　
　
　

寄
懐
広
瀬
廉
卿
〈
名
簡
、
華
名
求
馬
〉

130
憶
昨
称
同
学
　

論
文
剣
錫
親

　

橋津

津梁

労
渡
世
　

礼
楽
奈
安
民

　

不
有
衣
中
宝賢
　

何
知
席
上
珍

　

時
々
風
月
夢
　

悩
殺
沃
州
人

　
　
　

次
韻
森
文
明
見
寄
之
作

131
秋
晩
寒
林

梵
宮
　

豈
図
千
里
尺
書
通

　

愁
心
寄
夢
雲
光
淡白
　

漫
筆
題
詩
柿
葉
紅

　

聞
道
遊
嚢
経
筑
国北
　

報
知
行
脚
限
関
中

　

近
来
帰
臥
無
同
社
　

莫
説
匡
廬
擬
遠
公

　
　
　

謝
田
行
蔵

132
君
題
山
水
画
　

便
面
附
新
詩

　

贈
我
情
何
厚
　

清
風
無
已己

時

　
　
　

抄帰
省
日
同
諸
子冬

登
大
勝
閣
分
得
棲
字

133
竹
石
攀
山
閣
　

人
烟
眺
市
棲楼

　

如
斯
足多

幽勝

意景
　

豈
不
入
新
題

　

興交

象際

塵松

無無

染恙
　

歓
娯
日
易
低

　

誰
知
最
高
頂
　

独
使
我
曹
躋

134
桑梓

梓桑

帰
省
日
　

松
柏
会
盟
時

　

有
境
皆
佳
趣
　

無
人
不
旧
知

　

憑
高
雲
物
淡
　

倚
檻
日月

暉輝

窺

　

自我

嘆自

漂萍

遊
客
　

重何

遊当

未得

可再

期
」

　
　
　

和
答
森
文
明

135
好
古
歌
詩
日
月
新
　

南
冥
勝
概境

有
其
人



九
六

湯
　

谷
　

祐
　

三

　

羞
吾
一
得
探
奇
絶
　

未
入
波
瀾
変
化
神

　
　
　

留
贈
森
文
明
用
其
送
別
之
韻

136
関
山
雨
雪
着
油
衣
　

歳
暮
南
天中

客
独
帰

　

鏡
水
橋
頭辺

梅
一
樹
　

莫
教
瑤
笛
曲
中
飛
」

137
燕呉

姫

唱

起

竹

枝

姫
趙
女
雑
弦
歌
　

憶
昨
同
遊
発
興
多

　

江
干頭

今
夜
酒
　

独酔

将来

烟
月
奈
情
何
」

138
別
来
帰
臥
古
城
山
　

咫
尺
関
山河

易夢

往
還

　

待
爾
軽
装
春
草
夕
　

更携

要将

詩
酒
酔
花
間
」

　
　
　

得
幻
庵
禅法

師
詩
并
書
却
有
此
寄

139
黄
山
道
者
練
磨
余
　

五
色
成
章
玉錦

不
如

　

裁
剪
烟
雲
飛
鉄
筆
　

憑
陵
雨
雪
拆
鴻
書

　

筑
州
南
去
天
何
限
　

豊
水
東
流
歳
欲
除

　

安
得
重
揮
探
勝
策
　

冷
泉
津
上
叩
精
廬

　
　
　

答次

南韻

冥亀

夫
子
見
寄

140
関
西
夫
子
信
　

昨
夜
落
茅
廬

　

何
尚
瓊

報
　

更
懐
江
海
居

　

名
声
推
伯
起
　

賦
筆
有
玄
虚

　

願
我
侵
春
草
　

重
馳
問
字
車

　
　
　

（
壬
戌
）
除
夜

141
守
歳
叢
林
夜
　

焚
香
古
仏
前

　

鐘
声
何
処
度
　

灯
火
上
方
伝

　

飲
食
依
毫
賜
　

妻
孥
任
世
纏

　

明
朝
三
十
一
　

犬
馬
又
加
年

補
遺

　
　
　

舟
泝
奠
水

142
十
里
通
牽
路
　

蒹
葭
百
丈
船

　

黄
昏
篷
底
坐
　

看
画書

浪
華
川

癸
亥
草
〈
享
和
三
年
、
三
十
一
歳
〉

　
　
　

（
癸
亥
）
元
日

143
大
東
文
物
太
平
春
　

日
出
叢
林
歳
也
新

　

好好

折

梅

花

聊

探
紅
梅
須
遣
興
　

還
斟

椒
酒
欲
同
塵

　

遊
方
賦
筆
逢
名
士
　

拙
度
津
梁
愧
末
臣

　

纔
弄
彩
霞
峰
上
色
　

酔
題
詩
偈
報答

佳
辰

　
　
　

同

144
三
元
阿
練
若
　

讃
仏
有
歌
詩

　

海
曙
春
霞
色
　

梅
開
臘臈

雪
枝

　

朝
家
無
事
日
　

野
衲
安
身
時

　

治
化
懐
神
祖
　

恩
光
及
我
私

　
　
　

読
法
天
子
元
日
詩
有
感
賦
贈

145
大
志
浮雲

踪
客
　

春
帰
尚
異
郷



九
七

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　

題
詩
初
日
上
　

呪
梵
野
梅
香

　

桂
玉
応
加
飯
　

萍蓬

桑

己

越

疆

蓬
暫
解
装

　

人
間
知
夢
境
　

百
福
不
無
祥

　
　
　

人
日
雪

146
乾
坤
猶
臈臘

節
　

物
色
自
春
華

　

大
雪
逢
人
日
　

寒
梅
護
仏
家

　

授
来
梁
苑
簡
　

題
遍
漢
宮
花

　

欲千

極里

層
楼
目
　

何
山
弄
赤
霞

　
　
　

首
春
大
雪
（
二
首
）

147
春
来
盈
尺
雪
　

詩
伴
欲
何
求

　

千
里
凍
雲
色
　

一
行
藍
水
流

　
　
　

春
雪

148
山
寺
寒
猶
在
　

野
村
春
自
回

　

朝
来
聊
着
屐
　

雪
裡
折
紅
梅

　
　
　

絶
句

149
済
南
呉
下
主
詩
盟
　

芸
苑
当
年
各
美
名

　

得
李
唐
初
盛
響
　

翰
花
融
朗
耀
朱
明

　
　
　

寄
古
処
震
平

150
古
処
風
人
是
謫
仙
　

豈
無
詩
酒
継
青
蓮

　

看
花
聴
鳥
山
城
夕
　

飄
逸
能
成
幾
百
篇

　
　
　

雪
後
登
観
濤
閣

151
同
雲
亭
午
霽
　

積
雪
試
躋
攀

　

詩
就
多
神
境
　

海
上
山

　
　
　

漫
題
淡
婆
菰
〈
朝
鮮
呼
名
烟
酒
、
事
見
羅
山
集
〉

152
有
草
名
烟
酒
　

微
醺
酔
白
雲

　

忘
憂
如
此
足
　

握
管
口
氤

　
　
　

読
大太

白
（
詩
）
集

153
飄
々
又
忽
々
　

想
見
李
青
蓮

　

敏
捷
何
佳
絶
　

従縦

横
即
自
然

　

情
知
詩
入
聖
　

豈
但
酒
称
仙

　

遺
草
人
間
世
　

風
流
斗
百
篇

　
　
　

読
老
杜
（
詩
）
集

154
美
哉
少
陵
氏
　

詩
律
自
儒
冠

　

一
代
沈
雄
語
　

千
秋
大
雅
看

　

声
音
中
金
玉石
　

変
化
起
波
瀾

　

転
頓
干
戈
際
　

遺
篇
擬
議
難

　
　
　

癸
亥
春
将
遊
筑
前
不
果
賦
此
（
奉
）
寄
亀
夫先

子生

155
春
来
還
百
冗
　

杖

誤
良
縁

　

独
自
懐
詩
聖伯
　

無
由
対
酒
仙

　

援
毫
香
草
際
　

伏
枕
白
雲
辺

　

佳
句
知
多
少
　

神
飛
落
日
前

　
　
　

春
夜
与
法
天
賦
天
有

（

ナ

シ

）

将
遊
方
之
志
得
花
字



九
八

湯
　

谷
　

祐
　

三

156
有
客
将
臨
別
　

春
宵
剪
燭
花

　

羨
君
逐
雲
水
　

棄
我
属
桑
麻

　

不
住
名
山
錫
　

無
聊
陋
巷
家

　

情
親
惟
淡
薄
　

石
鼎
対坐

烹
茶

　
　
　

次
韻
遊
京
人
之
作

157
十
五
胡
姫
髪
若
雲
　

柳
腰
桃
靨
口
氤

　

縦
令
一
片
氷
心
潔
　

或
恐
烟
花
悩
殺
君

　
　
　

寄
樺
石
梁

　
　
　
　

予
也
好
時
彦
手
迹
、
而
未
得
故
如
来
紀
氏
為
憾
、
聞

　
　
　
　

樺
石

君

梁
有
師
友
素
、
想
当
多
蔵
、
故
請
及
七
八

158
石
梁
居
士
旧
風
流
　

曽
学
龍
門
賦
遠
遊

　

千
里
雁
魚
難
寄
字
　

十
年
花
月
転
添
愁

　

東
都
会
友
時
名
大
　

上
国
伝
経
教
化
周

　

君
自
如
来
山
畔
客
　

愛
吾
能
贈
片
雲
不

　
　
　

送
宗
僧
法
天
遊
学

159
天
公
同
学
好
　

況
復
是
吾
宗

　

竹
馬
堪
懐
旧
　

箕
裘
可
踵
蹤

　

飄
然
何
気
宇
　

峻
立
見
才
峰

　

告
別
河
梁
日
　

雲
山
思
万
重

　
　
　

寄
田
文
学
頃
卜
居
嶋
田
村

新

荘

村

二

首

160
田
君
儒
雅
士
　

退勇

食退

愛ト

村
居

　

近
市
宜
沽
酒
　

名
山
対好

著
書

　

風
烟
千
頃
麦
　

夜梧

月竹

数
椽
廬

　

賀
客
随
春
燕
　

新
荘
雨
霽
初
」

161
近
来
村
落
寺
　

花
木
雨
余
春

　

課
業
呼
穉
衲
　

裁
詩
憶
故
人

　

東
林
風
已己

定
　

万
象
望
愈逾

新

　

独
聴
嚶
々
鳥
　

上
方
求
友
頻
」

　
　
　

野
橋
春
水
図

162
一
行川

春
水
艸
如
烟
　

雨
後
桃
花
浪
欲
然

　

借
問門

采
芳
何
処
去
　

杖
藜
人
立
野
橋
前

　
　
　

次
韻
幻
庵
法
師
元
日
遊
函
林
之
作
却
寄

163
不
抗
王
侯
礼
　

元
朝
且
野
行

　

梅
欺
氷
雪
潔
　

松
帯
海
霞
生

　

古
塔
棲
馴
鴿
　

叢
林
認
早
鶯

　

春
風
千
里
外
　

此
日
最
関
情

　
　
　

次
韻
亀

亀

井
夫
子
元
日
之
作

164
江
湖
投
老
地
　

歌
頌
肇
陽
天

　

抱邀

甕友

傾
家
醸
　

開命

僮

撃

海

園
摘
野
鮮

　

詩
書思

唯

適

意

因
楽
聖
　

薬
物石

羨

飛

不
求
仙

　

欲
擬
時
名
大
　

春
濤
動
八

　
　
　

秋
雁
驚
夢



九
九

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

165
秋
風
吹
雁
渡度

江
関
　

八
月
南
中
客
未
還

　

月
落
羈
亭
郷
夢
断
　

声
々
遙
入
白楚

雲
間

　
　
　

秋
江
夜
泊

166
洞
庭
秋
水
欲碧

涵
天
　

落
月
疎
鐘
夜
泊
船

　

客
子
篷
窓
猶
未
睡
　

蕭
々
木
葉
逝
波
前

　
　
　

謝
呈
幻
庵
禅
師

167
禅
林
推
有
道
　

芸
苑
亦
知
名

　

俗
諦
如
華
筆
　

真
門詮

為
物
情

　

風
旙幡

高
日
気
　

潅
木
蓄
春
声

　

拝
謝
金
仙
讃
　

光
雲
壁
上
生

　
　
　

亀
夫
子
見
視
和
高
原
教
授
之
作佳

什

次
韻
却
奉
寄

168
不
独
叢
林
礼
楽
衰
　

只
今
台
閣
奈
陳諫

詩

　

驢鴬

遷

桃

李

肥
苜
蓿
春
風
起
　

鳳
去
梧
桐
夜
月
悲

　

漫
説
燕
王昭

能
致
士
　

寧何

無

楽

毅

起

乗

教
尼
父
不
知
時

　

請
吾
書
札
君
休
叱
　

方
外
斯
文
欲
問
誰

　
　
　

亀同

次

韻

夫
子
録
視
和
今
村
大
夫
之
作
次
韻
奉
寄

169
重
思
勝
概
整
征
裘
　

宿
志
風
塵
不
得易

酬

　

采
薬
松
間
随鞭

異毒

艸
　

投
竿
石
上
坐
清
流

　

衡
門
或
引
山
人
入
　

小
艇棹

時
迎
酒
客
浮

　

総
為
先雲

生章

能
恵
我
　

夢

魂

屡

度

裳
要
渉
筑
江
秋

　
　
　

与
亀
先
生
書

170
惜
哉
、
貧
道
之
於
先
生
、
但
一
謁
門
下
耳
。
而
思
先
生
不
報
　

之
徳
、
未
嘗
不
欲
衣
鉢
拝
趨
、
而
鳴
謝
函
丈
也
。
顧
以
法
事

鞅
掌
、
惰
気
日
長
、
未
能
奮
飛
也
。
然
先
生
之
温
厚
、
不
以

劣
遐
棄
。
況
乃
悠
々
開
河
而
不
断
鴻
鯉
、
慈
教
数
至
、
差

亦
深
矣
哉
。
先
是
貧
道
聞
之
、
老
伯
父
銭
塘
、
我
昔
也
受
業

于
潮
公
、
後
有
筑
生
亀
井
者
、
誕
遊
焉
。
才
器
磊
落
、
勤
学

不
倦
、
則
私
念
之
、
当
不
難
乎
。
其
大
成
也
、
潮
公
奇
遇

之
、
今
也
果
興
学
于
其
国
、
立
為
甘
棠
館
祭
酒
、
詩
書
訓

義
、
礼
楽
建
徳
、
大
有
育
英
髦
、
天
下
之
士
、
為
是
聞
名
至

者
、
東
奥
之
東
、
西
裔
之
西
、
無
思
不
服
、
済
々
乎
復
盛
矣

哉
、
可
謂
人
文
之
藪
也
。
我
老
矣
、
汝
小
子
輩
、
当
今
之

時
、
欲
肆
斯
業
舎
旃
安
適
、
我
於
祭
酒
、
固
有
同
門
之
誼
、

則
汝
若
志
学
欲
使
汝
頼
麻
中
之
化
、
然
貧
道
不
幸
、
老
伯
父

未
幾
而
化
、
尋
聞
先
生
亦
解
職
、
官
禁
外
交
、
於
是
貧
道

乎
、
不
知
出
策
、
而
素
願
不
可
曠
日
、
夜
景
仰
先
生
之
門
久

矣
、
一
朝
幸
通
刺
于
左
右
、
而
後
先
生
之
慈
、
加
於
骨
肉
、

何
福
加
焉
、
且
貧
道
之
有
詩
癖
、
自
不
以
拙
為
解
、
敢
汚
先

生
之
筆
研
、
復
何
足
労
鄙
人
之
斧
者
乎
、
辟
之
材
、
則
或
曲

或
朽
、
雖
公
輸
之
巧
、
而
復
不
可
彫
者
也
。
然
先
生
成
化
、

辟
如
甘
雨
之
降
、
凡
百
艸
木
未
嘗
不
各
遂
其
生
也
、
貧
道
如

某
、
亦
不
小
成
乎
、
又
嘗
問
文
、
先
生
曰
、
謀
諸
児
昱
蓋
非



一
〇
〇

湯
　

谷
　

祐
　

三

溺
愛
也
。
是
以
請
益
長
君
云
々
。
之
視
貧
道
、
猶
先
生
、
幸

哉
、
貧
道
辱
先
生
父
子
之
寵
異
、
乃
我
法
所
謂
不
小
因
縁
也

者
乎
、
曷
敢
忘
也
。

　
　
　

与
亀
長
君

171
前
月
緇
介
還
、
承
枉
復
書
、
亦
知
足
下
偶
有
微
恙
、
定
是

時
令
不
正
所
使
也
、
方
今
和
気
既
想
当
復
初
、
善
自
珍
重
、

千
万
是
祈
、
厚
哉
、
長
者
愛
人
也
、
辞
不
以
病
、
辱
諭
作
文

之
事
、
併
復
肥
大
夫
貴
書
、
捧
読
十
回
、
敬
領
高
誼
、
野

衲
何
以
得
此
於
足
下
乎
、
野
衲
固
是
叢
林
之
士
、
而
才
学

浅
劣
、
豈
有
一
篇
文
、
以
請
正
於
足
下
乎
、
野
衲
心
実
愧

之
、
雖
然
若
其
以
拙
自
蔵
、
則
所
謂
固
陋
者
、
而
一
朝
忽
填

溝
壑
、
百
年
遺
憾
、
噛
臍
尚
不
可
及
、
亦
愚
之
甚
也
、
況
乃

得
善
誘
於
足
下
、
不
復
幸
乎
、
於
是
貧
道
聊
試
起
草
、
敢
呈

足
下
、
若
其
巧
拙
未
可
論
也
、
但
請
諄
々
之
益
已
矣
、
足
下

其
垂
鑒
焉
、
来
書
曰
、
別
欲
刑
削
贖
、
而
風
感
未
成
、
容
附

便
、
候
之
候
之
、
頓
首
再
拝
。

　
　
　

与
広
廉
卿

172
淮
水
詩
興
近
来
如
何
、
想
当
有
觴
啄
之
事
、
請
勿
惜
後
音
、

一
封
書
重
煩
左
右
、
願
待
筑
信
而
附
之
、
貧
道
豈
以
足
下
作

置
書
郵
者
乎
。
但
寒
郷
之
便
、
所
以
不
得
已
也
、
拙
詩
二

章
、
敢
祈
是
正
。

　
　
　

村
上
（
氏
）
宅
贈
（
別
）
筑
後
梯
季

（
ナ
シ
）礼

文
学
時
将
遊
豊

　
　
　

東
温
泉
分
得
花
字

173
山
水
探
奇
士
　

風
流
愛
客
家

　

儒
林
元
抜
萃
　

賦
筆
若
飄
霞

　

十
日
千
鐘鍾

酒
　

三
春
万
樹
花

　

朝
来
随
意
去
　

詩誰

与

闘

詞

華

興
満
輌
車
」

174
君
裁
春
服
罷
　

遠
欲
浴
霊
源

　

麗
日
宜
風
詠
　

良
宵
暫
笑
言

　

同
車
吾
豈
敢
　

済
勝
志
猶
存

　

到

□

底

□

驚
珍
怪
　

湯
泉
半
冷
温
」

175
豊
東
遊

□

浴
処
　

水
楽
自
冷
然

　

海
闊
硫

□

黄

□

日
　

山
高
紫
極
天

　

盤
餐
朝
市
菜
　

肉
酒
暮
江
船

　

此
際
知
幽
適
　

何
論
献
賦
年

　
　
　
　

〈
硫
黄
漢
名
、
紫
極
山
名
、
得
年
字
〉

　
　
　

采
蓮
曲

176
雲
為

髪
雪
為
肌
　

繊
手
蘭
橈
妖
態
遅

　

采
々
蓮
華
烟
水
裏
　

不
知
同
幹
欲
貽
誰



一
〇
一

雲
華
上
人
の
未
刊
漢
詩
稿

　
　
　
　
　
　
　

〈
采
々
蓮
華
烟
水
裡
、
不
知
同
幹
欲
貽
誰
〉

　
　
　

春
日
寄
人

177
美
人
何
在
水
中
央
　

采
去
頃傾

筺
杜
若
香

　

欲
済
盈
々
波
且
急
　

桃
花
岸
上
奈
無
梁

　
　
　

春
日
助郊

村

別

部
村
送
梯
季
礼

178
相
送
春
風
出
郭
門
　

雨
晴
江
上
緑
楊
村

　

青樽

尊前

末
尽
班平

荊生

語
　

無
数
白飛

花
驚
別
魂

　
　
　

寄
呈
幻
庵
曇
栄
禅
師
七
首

179
莫
言
禅
教
不
相
容
　

奉
仏
叢
林
各
寄
蹤

　

請
見
江
淮
河
漢
水
　

泱朝

宗

東

々
大
海
是極

鴻

溶

朝
宗
」

180
汎
瀾
霊
海
儲蓄

珍
奇
　

処多

少々

扁
舟
垂
釣
糸

　

方
憶
珊
瑚
明
月
夜
　

長
竿
誰
払
両
三
枝
」

181
釣
得
珊
瑚
載
月
帰
　

上
方
花
木
夜
清
輝

　

起
吟
詩
偈
経
行
処
　

不
尽
香
風
落
納
衣
」

182
百
練
金
剛
養
法
身
　

偶
然
遊
戯
世
間
春

　

落
花
啼
鳥
心
何
管
　

自
有
青
山
不
負
人
」

183
青
山
白
水
見
禅
心
　

好
是
洋
峨
可
写
琴

　

定
起
獅
絃
歌
一
曲
　

調
高
空
外
絶
知
音
」

184
獅
絃猊

一
吼
動
威
声
　

海
沸
山
崩
百
獣
驚

　

愧
我
叢
林
荊
棘
裏裡
　

臨
風
漫
作
野
干
鳴
」

185
宿
福
由
来
有
定
期
　

清
塵
濁
水
得
相
知

　

謝
君
新

金
仙
偈
　

変
幻
何
能
賛
一
辞
」

　
　
　

復
法
海
兄
書

186
肥
之
距
豊
、
不
過
数
十
里
耳
　

而
音
問
何
其
濶
也
、
前
日
偈

貴
書
達
自
大
坂
、
蓋
在
家
父
緘
中
云
、
是
首
春
入
京
、
買
舟

于
小
倉
、
開
帆
後
数
日
而
舟
子
探
出
諸
懐
拆
封
書
、
附
二

詩
、
就
審
左
右
踊
躍
無
量
、
至
如
南
冥
未
使
、

鴫
徙
北
岳

聊
随
猿

親
殆
乎
視
諸
目
睫
之
間
安
得
無
令
小
弟
感
起
、
不

知
今
已
移
文
否
、
小
弟
私
窺
候
焉
。
家
父
近
信
云
、
羽
州
邪

軍
搴
旗
乞
降
、
嗚
呼
吾
党
之
士
、
豈
不
凱
歌
乎
、
方
令
賦
将

已
伏
計
知
誌
邦
邪
徒
、
不
攻
自
威
服
、
実
法
門
之
大
幸
也
、

又
鷹
公
之
令
季
、
入
道
帰
化
〈
于
我
遇
焉
〉

　

本
師
上
人
云
々
、
乃
以
連
枝
之
遇
、
而
住
持
于
越
中
瑞
泉

寺
、
高
陵
嗣
講
受
命
開
筵
、
又
永
臨
講
主
有
関
東
之
命
、
蒼

皇
首
塗
于
閏
月
十
七
日
、
下
間
法
印
与
焉
。
蓋
足
観
我
門
之

光
云
、
欣
喜
之
余
、
覓
信
以
聞
法
兄
、
書
不
尽
言
、
臨
紙
艸

復
。

　
　
　

寄
（
呈
）
亀
家
子

187
家
訓
多
育
士
　

汎
愛
及
桑
門

　

敢
問
文
章
業
　

深
羞
鄙
俚
言

　

含
英
遊
芸
苑
　

視
草
対臥

寒

村

荒
園



一
〇
二

湯
　

谷
　

祐
　

三

　

貝
典葉

今

如

如
今
至
　

因煩

君
自試

欲一

飜

　　
　
　

暮
春
寄
梯
季
礼
〈
時
在
東
豊
〉

188
石
垣
原
上
眺
行
春
　

白
日
天
陰
古
塞塁

塵

　

不
没
英
名
芳
艸
裏
　

残
碑
一
片
弔
忠
臣

　
　
　

静
女
怨

189
賤
妾
侍
源
君
　

恩
情
執
巾
櫛

　

仮
令
生
別
離
　

期
死
抱
貞
一
」

190
起歌

舞
今終

誰
為
　

岡
飜
袖
時

　

郎良

君人

行
不
返
　

曲
々
寄
相
思

　
　
　

読
大
白
詩
集
〈
改
作
出
後
〉

153
歌
詩
何
俊
逸
　

不
但
酒
中
仙

　

敏
捷
揮
佳
絶
　

徒
横
即
至
然

　

雲
飄
廬
阜
日
　

花
発
翰
林
年

　

遺
響
人
間
世
　

誰
知
斗
百
篇

　
　
　

読
少
陵
全
集
〈
同
前
〉
」（
29
オ
）

154
美
哉
少
陵
氏
　

詩
律
自
儒
冠

　

一
代
珍
雄
語
　

千
秋
大
雅
看

　

声
旨
雅
全
玉
　

変
化
起
波
瀾

　

品
得
周
公
作
　

遺
為
擬
議
難

『雲華草二巻』（部分）


